
地域放送局・関東甲信越

関東甲信越
◇関東甲信越では，08年夏，雷雲が急速に発達す

る「ゲリラ豪雨」に連日見舞われ，浸水や土砂

崩れ，鉄道の脱線も起きた。東京の下水道工事

現場では作業員 5人が流され死亡。首都圏放送

センターと関東甲信越各局が緊密な連携をとっ

て，発生のたびに雨の見通しや被害，交通への

影響などを終夜放送した。「ゲリラ豪雨」のメ

カニズムや地球規模の気候変動との関連を『ク

ローズアップ現代』で伝えた。また08年 9 月，

千葉県東金市で幼い女の子が殺害され，11月に

は，東京と埼玉で元厚生次官宅が襲われる連続

殺傷事件が発生，凶悪犯罪が相次いだ。元官僚

を狙った特異な事件の背景などを『クローズア

ップ現代』で掘り下げた。09年 3 月，成田空港

で貨物機が炎上して乗員 2 人が死亡，120便が

欠航するという開港以来の最悪の事故が起き

た。事故の瞬間映像を速やかに伝え，原因とな

った強風の状況や運航への影響を放送した。

◇オリンピックイヤーの08年，長野市では北京開

催に向けて 4月に聖火リレーが行われた。チベ

ット暴動の影響で混乱も予想され，大がかりな

中継体制をとった。厳重警戒の中，妨害が相次

ぎ， 6人が威力業務妨害の疑いで逮捕。

◇09年 3 月，群馬県渋川市の老人施設が全焼し，

7 人が死亡。福祉行政の行き詰まりを『特報首

都圏』で伝えた。介護や医療問題は年々深刻化

し，各局が特集などで継続して取り上げた。

◇08年秋以降，景気と雇用情勢は急激に悪化し，

群馬，栃木，神奈川の自動車工場を中心に‘派

遣切り’が相次ぎ，東京でも学生の内定取り消

しが続発した。深刻な失業や疲弊する地方経済，

不況への取り組みを各局が集中的に放送した。

◇08年10月に新潟，11月に栃木，09年 3 月に千葉

の県知事選挙が行われ，迅速的確に開票速報し

た。千葉では，政党色を出さなかった元俳優の

森田健作氏が政党の強い支援を受けた候補を破

って初当選した選挙戦をリポートした。

◇ 8 月19日，北アルプス白馬岳で大規模な土砂

の崩落発生， 2人死亡。当時，長岡高専教授も

行方不明となり捜索が続いたが見つからず。

◇ 9 月25日，佐渡市で人工飼育されたトキ10羽

を野生復帰のため試験放鳥した。

◇甲府局では，地域再生をテーマに，「やまなし

応援キャンペーン」を展開。観光をテーマにし

たシンポジウムを開催するなど，放送とイベン

トを連動させたCS活動や広報活動を行った。

◇前橋局では1933年の開局から75周年を迎えた 6

月に記念イベントを実施。緊急報道では渋川市

の施設で10人が死亡した火災や浅間山の小規模

噴火などに対応した。

◇千葉局では，「東金女児死体遺棄事件」「千葉県

知事選挙」などを迅速で正確に伝えた。

◇地上デジタル中継局を千葉県内に 8 局開局し，

完全デジタル化を推進した。

◇船橋営業センターは，訪問集金の廃止による，

業務転換を図りながら業績を向上し会長賞を受

賞。

Ⅰ．放　送

1 ．放送の概要」

〔関　東〕
およそ4,000万人が暮らす関東地域に向けて東

京から電波を送り出し放送サービスを行ってい

る。東京・神奈川・千葉・埼玉・茨城・栃木・群

馬の 1都 6県の視聴者のさまざまな要望に応える

ため，各時間帯に地域の情報を提供している。

『おはよう日本』の首都圏情報の時間帯や『首

都圏ネットワーク』などのニュース番組では，ニ

ュースや気象情報をはじめ，中継やリポート，イ

ンタビューなど社会の動きに連動したタイムリー

な企画を放送した。

『こんにちは　いっと 6けん』では，関東 6局

の話題をはじめ，旬の食材や料理など暮らしに役

立つ情報を放送。生き生きとした高齢者たちの活

動を紹介するコーナー「元気サークル」を新設。

『ゆうどきネットワーク』の放送エリアが40都

道県に拡大。これまで以上に全国エリアを意識し

た情報を盛り込んだ。25分の定時番組『特報首都

圏』や『小さな旅』を毎週放送し，金曜夜に43分

の地域特集番組『新トーキョー人の選択』（08年

度は 9本）を放送した。

08年度は，首都圏で起きた事象を掘り下げて，

数多くの全中発信を行った。『NHKスペシャル』

は，「追跡・秋葉原通り魔事件」「CO2は減らせる

か～巨大都市　東京の苦闘」「リストラの果てに

～日雇いに流れ込む人々」「うつ病治療　常識が

変わる」を放送。『クローズアップ現代』は，

[“ゲリラ豪雨”日本の空で何が」「“大麻汚染”

を食い止めろ」「崩れた“中国依存”～日本のリ

サイクルを問う」などを放送。ほか『ハイビジョ

ン特集』『ドキュメント　にっぽんの現場』『小さ
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な旅　25周年特集～故郷のまなざし　若者たち』

などの全国放送番組を制作した。

〔長野局〕
地域に貢献し信頼される放送局として，地域放

送の充実に取り組んだ。災害・緊急報道への取り

組みでは，水害に備え千曲川・犀川・天竜川の河

川カメラの映像を放送可能に。警戒レベルが 3に

上がった浅間山を監視カメラで24時間収録，松本

空港に専用カメラを設置した。

チベット問題で世界的な関心を集めた北京五輪

長野聖火リレーは，NHKの代表取材で全行程を

ほぼ生中継で放送。北穂高小屋（標高3,100m）

にHDロボットカメラを設置し，北アルプスの山

頂の映像をハイビジョンで全国に生中継した。 8

月末に県南部で発生したヒョウ被害からの復興を

テレビとラジオで全国発信し支援した。

『知るしん。』は県内の問題や課題を検証する

企画などを信州ゆかりのゲストとともに生放送で

伝えた。年間15本の平均視聴率13.3％，最高21.1

％と金曜20時の激戦時間に，高い支持を得た。

夕方のニュース番組『イブニング信州』は， 1

日のニュースを中心に，リポートやスタジオ解説，

カメラマン企画や中継など細かく伝えた。

『ひるとくテレビプラザN』は， 1 階ロビーか

ら生放送のふれあいの場で県民多数が出演。

デジタル放送の機能を生かして，県内初のプロ

野球チーム「信濃グランセローズ」開幕戦をマル

チ編成で，『知るしん。スペシャル　クイズで信

州力』では双方向クイズを実施した。

〔新潟局〕
09年大河ドラマ『天地人』への地元の熱い期

待に応え，放送前から『新潟ニュース610』『金よ

う夜　きらっと新潟』で情報を発信し， 1月には

全国放送『その時　歴史が動いた』も制作。また，

ドラマの舞台である福島局・山形局と 3局が共同

してテレビ・ラジオ番組の制作，素材交換も実施。

地域拠点局を介さぬ共同制作は全国初の試み。

トキ放鳥では県域放送だけでなく『ニュース

7 』ほかの全国ニュース，『ドキュメント　にっ

ぽんの現場』などで放鳥前後の動きをていねいに

伝えた。

2 月の新潟国体冬季大会では会期中の 4 日間，

会場近くの特設スタジオから県内選手の結果や大

会運営の舞台裏など，さまざまな動きを毎日『新

潟ニュース610』で放送した。『新潟ニュース

610』では，柏崎刈羽原発の運転再開問題，全国

に飛び火した新幹線建設や国直轄事業の地元負担

金問題などを詳細に伝え，コメ農家に対する県独

自の所得保障の動きなど米どころの取り組みを伝

えた。

〔甲府局〕
地域再生をテーマに企画シリーズや番組を展

開。『まるごと山梨』では，毎週水曜に地域再生

コーナーを設け，医師不足，観光など地域活性化

のヒントを伝えた。『金曜山梨』では，「農と食」

[森林再生」「観光のシンポジウム」など，放送

時間を拡大して特集番組として放送し，『もうす

ぐ山梨のおひる』では，地域再生への取り組みや

関連番組の情報を伝えた。

地元のプロスポーツチームJ2のヴァンフォーレ

甲府については，山梨ローカルで試合を 6回中継

したほか，ニュース・情報番組で詳しく伝えた。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『こんにちは　いっと6けん』 G

月～金　11:05～11:54
第 1 回93.4.5／関東ブロック／関東の 1 都 6 県

の身近な話題や生活に役立つ情報を放送。月曜は

1 都 6 県の局から地域の話題とイベントの予定

を，火・水・木は 2 県ずつ地域の話題を伝えた。

東京からは，手軽に作れる料理を紹介する「エプ

ロンメモ」を水・木・金曜に放送。その他，視聴

者の投稿でつづる「川柳じぶん流」，地域で活躍

する人にスポットを当てた「わたしの街のイチオ

シさん」，東京の魅力を再発見する「とっておき

東京便」，築地の魚や野菜の市場情報，ガーデニ

ングなど，役立つ情報を盛り込んだ。金曜は関東

各地を訪ねる「ちょっとおでかけ」，各界で活躍

する人に生で話を聞く「東京いま人」も設けた。

『ゆうどきネットワーク』 G
月～金　16:50～18:00

16:55～17:05全国ニュース0

17:57～18:00各局ローカル0

第 1 回06.4.3／全国40都道県（関西圏・宮崎を

除く）の放送局のネットワークを生かしたインタ

ーローカル番組。NHKスタジオパークからライ

ブで伝える。最新のトレンドやジャーナリスティ

ックな話題を毎日伝える「ゆうどきチェック」，

[芝田山親方のごっつあんスイーツ」「中村次郎

のお天気白書」「生活向上委員会」など食や生活

に密着したコーナー，著名人が故郷を訪ねる「う

ちへ帰ろう」，リポーターとディレクターがぶっ

つけで地域に伺う「にっぽん幸せさがしの旅」な

どを伝えた。地域局参加で，旅や食などの話題を

伝える「列島津々うらうら」と「ゆうどきライ
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ブ」では地域のさまざまな表情や「今」を伝え

た。／キャスター：山本哲也・安部みちこアナ

『首都圏ネットワーク』 G
月～金　18:10～18:59

第 1 回97.4.1／関東ブロック／ニュース，生活

情報，地域の話題を幅広く伝える総合ニュース情

報番組。関東各局のネットワークを生かして， 1

都 6県のニュースや話題を「きめ細かく，わかり

やすく」伝えた。その日のニュースにこだわり，

関係者のインタビューなどを使って伝えた。毎週

月曜の「きらり，この人」は，日常の中で「きら

り」と光っている人に焦点を当て，木曜の「首都

圏くらし＋」は，地域の経済活動や暮らしに役立

つ情報を発信。金曜の「文化流行」は，首都圏な

らではのトレンド情報を社会的な背景とともに紹

介するなど曜日別コーナーを充実させた。さらに

[新時代ファイル」という特集枠を設け，「命」

[オリンピック」「モザイク都市東京」などこの

番組ならではのシリーズを多角的取材で伝えた。

視聴者から寄せられた季節の写真コーナーも定

着。

『新トーキョー人の選択』 G
金（年間 9本）20:00～20:43

第 1 回06.4.28／関東ブロック／暮らしへの不安

が高まる中，首都圏に暮らす人たちは，どのよう

な生き方を選んでいるのか，一歩先行く“新トー

キョー人”たちのライフスタイルに着目する番組。

08年度は 9 本に増やして浸透を図った。「食の安

全」「エコ生活」「公共マナー」「田舎暮らし」「婚

活」「シェアリング」など，世相を反映したテー

マを取り上げ，視聴率は最高で11.2％を上げた。

春風亭小朝の軽妙な司会で，多彩なゲストがざっ

くばらんに語り合う演出スタイルも定着した。

『首都圏ニュース845』 G
月～金　20:45～21:00

第 1 回96.4.1／関東ブロック／首都圏のその日

の主なニュースをまとめて放送し，関東各地の 1

日の出来事がコンパクトにわかるニュース番組。

祝日は甲信越を含めたニュースを伝えている。

『特報首都圏』 G 金　19:30～19:55
（新潟局）月　11:05～11:30

第 1 回84.4.6／関東甲信越ブロック／関東甲信

越で起きた事件・事故の背景に迫る調査報道のほ

か，首都圏の課題を掘り下げ，背景や解決策を考

える地域情報番組。08年度は「介護」「事故米」

[振り込め詐欺」「大麻汚染」「非正規労働者切

り」「自殺者急増の危機」など36本を放送した。

08年夏に首都圏を中心に全国を襲った集中豪雨

や大学生に広がる大麻汚染，直木賞作家・天童荒

太のメッセージなどは，『クローズアップ現代』

で全国放送。振り込め詐欺の多発や自殺者急増に

際し，ニュースや教育テレビと連動して防止を呼

びかける放送を行った。介護問題は追加取材を加

え， 4月の『NHKスペシャル』で放送する。

『小さな旅』 G 日 8:00～ 8:25
土 4:00～ 4:25

（ネット）月　11:05～11:30
HV 木 7:00～ 7:25

金　16:25～16:50
第 1 回83.4.8／関東甲信越・静岡・福島ブロッ

ク／放送開始から25周年を迎え，09年 1 月12日に

90分の特集番組を全国放送した。各地の風土と美

しい風景に支えられて生きる人々の姿を伝えてき

た紀行番組。08年は通常番組50本，特集番組 3本

を放送。全国を旅する『特集小さな旅』では， 8

月，12月， 3 月に大阪，広島，福岡など 7 本。

[山の歌」では，白馬連峰の四季を記録する新た

な手法で，春，夏，秋の 3 回にわたって放送し，

12月には58分の総集編を制作した。視聴者から寄

せられた手紙を基に思い出の地を旅する「忘れら

れないわたしの旅」は， 5月， 8月，11月に 3本

制作。59分の総集編も放送し，共感を呼んだ。

『サタデーホットリクエスト』 FM
土　14:00～18:50

第 1 回96.4.6／NHK505スタジオからの公開生

放送。リスナーからのリクエスト，メッセージに

よる双方向コミュニケーションを図る 4 時間50

分。多彩なゲストを迎え「ホットライブ」「ホッ

トカルチャー」「ホットゲスト」などのコーナー

で構成。／出演：杏子，ヒロシ，AKINAほか

『サンセットパーク』 FM
月～金　18:00～18:50

（東京，さいたま，甲信越）

リスナーからのリクエストに応えるDJ番組。

月・洋楽，火・Jポップ，水・インストルメンタ

ル〈イージーリスニング〉，木･映画音楽，金・

NHK番組テーマ音楽。毎月ゲストを迎え，ヒッ

ト曲情報やBS映画情報も届けた。DJは，種村祐

美子，山本由布子，目加田頼子，松岡浩昌の 4人。

〔長野局〕
『ひるとくテレビ　プラザN』 新　G

月～金　11:30～12:00
地域の生活情報を会館ロビーから公開生放送。

08年度は市町村の観光関係者や信州ゆかりのアー

ティストなど1,200人が出演し，イベント情報，

暮らしのヒント，安心安全情報も伝えた。

再 

再 
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『イブニング信州』 G 月～金　18:10～19:00
新企画「信州北から南から」は旬の話題を伝え，

[アングルNOW」はカメラマンがリポートや中

継を担当，「スポしん。」は地域のスポーツ情報を

伝えた。「撮るしん。」には07年を上回る月140件

余りの写真が寄せられた。特定地域のニュースや

話題を集中的に伝えるウイークを 2回実施した。

『知るしん。』 G 金　20:00～21:00
金曜20時，家族がそろってテレビを見る時間に，

県内の問題や課題を掘り下げるジャーナルなコー

ナー，トレンド紹介，県内のこだわり旅を提案す

る紀行コーナー，ニュースの硬軟交えた 3コーナ

ーを軸に，信州ゆかりのゲストと共に伝えた。

『信州845』 G 月～金　20:45～21:00
信州の 1日がわかる地域最終ニュース番組。

『もぎたて信州朝いちばん』 R1
月～金 7:40～ 8:00

ニュース・気象情報のほか，地域の話題を電話

で伝えてもらう情報番組。

『ニュース』 R1 月～金　19:45～20:00
長野県の一日をコンパクトに伝えるローカル

最終ニュース。

〔新潟局〕
『くらしのガイド新潟』 G

月～金　11:45～12:00
展覧会や祭りなどイベント情報，青果・鮮魚の

市場情報，行政・医療のお知らせなどを伝えた。

『新潟ニュース610』 新　G
月～金　18:10～19:00

県内ニュースや動きを記者リポートや記者解

説，中継など交えて多角的に伝えた。インタビュ

ー，スポーツ，ケーブルテレビ便り，大河ドラマ

{天地人』を迎える各地の盛り上がり，街中の流

行情報などの企画コーナーも充実させた。

『金よう夜　きらっと新潟』 G
金　19:30～19:55
火　11:05～11:30

新潟県中越地震・新潟県中越沖地震からの復旧

復興，トキの放鳥，大河ドラマ『天地人』に沸く

地元，新潟局テレビ放送開始50年などに関連した

特集企画，新潟の豊かな自然，文化，故郷に思い

を寄せる人々などを紹介した。

『新潟ニュース845』 新　G
月～金　20:45～21:00

県内の 1日のニュースをコンパクトに伝えた。

『新潟ラジオセンター』 R1
月～金　07:40～ 8:00

新潟の各分野で活躍する人が語る「朝の随想」，

[防災メモ」のほか気象情報，交通情報を伝え，

夏休みには朗読「親子で読みたい絵本」も放送。

『新潟・きょうの1日』 R1
月～金　19:45～20:00

県内の 1日のニュース・気象情報のほか，地震

や水害への備えを呼びかける「防災メモ」を伝え

た。

『朗読「天地人」』 新 R1
（ 1月～）水　21:30～21:55

大河ドラマ『天地人』の原作の魅力を紹介する

番組として09年 1 月放送開始。全21章を毎回 1章

を放送するために一部はあらすじ紹介とし，要所

を朗読した。福島局・山形局との共同制作。

〔甲府局〕
『もうすぐ山梨のおひる』 G

月～金　11:40～12:00
地元のJリーグチームの紹介，旬の食べ物など

生活情報やイベントPR，そして「発信！ハート

プラザ」では甲府局の番組や仕事の紹介をした。

『まるごと山梨』 G 月～金　18:10～19:00
メインキャスターに女性アナを起用，“山梨の

いま”が“まるごと”わかるニュース情報番組と

して充実を図った。

『ニュース山梨845』 G 月～金　20:45～21:00
『金曜山梨』 G 金　20:00～20:29
金曜20時という視聴好適時間にふさわしい質の

番組として定着した。08年度は22本制作。

〔横浜局〕
『よこはまサウンド♪シャトル』 新 FM

月～金　18:00～19:00
多彩なゲストを招き，音楽情報や暮らしの情報

を伝えた。放送後に動画配信を行った月 2回のジ

ャズライブ，大学生がキャンパス情報を紹介する

[かなキャン」でネットとの連動を図った。

〔前橋局〕
『FMトワイライト群馬』 新 FM

月～金　18:00～19:00
7 年間続いた『夕焼けほっと群馬』を刷新。ニ

ュースや交通情報・気象情報，市町村イベントや

生活・文化情報を音楽とともに発信。新コーナー

の「群馬県経済を見る」では，日銀前橋支店長が

県経済の動きをわかりやすく伝えたほか，同じく

新コーナーの「群馬の環境を考える」では，県内

で環境問題に取り組む人々や企業を取り上げるな

ど，より情報性を高めた番組とした。また，富岡

製糸場など県内の絹にかかわる産業遺産の世界遺

産登録運動など「群馬と世界遺産」のコーナーを

継続。 3月に世界的に活躍するピアニスト熊本マ

再 
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リさんを迎え，前橋市で公開放送を実施した。

『ぐんま土曜広場』 FM 土　14:00～16:00
年 3 回の群馬交響楽団・定期演奏会『群響アワ

ー』のほか，『ふれあい歌謡ステージ』『GUNMA

JAZZ Festival 2008』『NHK学校音楽コンクー

ル』などを放送（年10回）。

〔水戸局〕
『こんにちは　いばらきわいわいスタジオ』
DG 月～金　11:30～12:00
第 1 回04.10.4／ニュースや気象情報，暮らしに

役立つ情報を伝える公開生放送番組。健康，料理，

文化，行楽情報などを曜日ごとのコーナーで紹介。

新コーナーとして「ペット自慢」も放送した。

『いばらきわいわいスタジオ』 DG
月～金　18:10～18:59

第 1 回04.10.1／茨城県の 1 日のニュースや，生

活情報，地域の話題などをきめ細かく伝えるニュ

ース・情報番組。県内の 1日の出来事をきめ細か

く伝えるニュースやリポート，中継やスポーツ情

報，生活情報などで構成。毎週金曜の「YY特

集」などで地域の課題について深く掘り下げた。

『茨城ニュース845』 DG
月～金　20:45～21:00

第 1 回04.10.1／茨城県のその日の出来事をコン

パクトに伝え，翌日以降の気象情報も伝えた。

『fm水戸アップデート』 FM
月～金　18:00～19:00

地域に密着した話題や生活情報を放送。ニュー

スや気象情報・交通情報などを充実させ，音楽の

リクエストにも応えた。

〔千葉局〕
『ひるどき情報ちば』 FM

月～金　11:00～12:00
音楽とともに暮らしに役立つ情報を伝える番

組。月曜は「食」の情報，火曜は暮らしの情報，

水曜は地域の情報，木曜は千葉県内の観光情報，

金曜は博物館・美術館情報を放送した。

『まるごと千葉60分』 FM
月～金　18:00～19:00

文化・スポーツ・ビジネスなどで活躍する人へ

のインタビュー番組。隔週木曜は「千葉の世界

人」と題して海外出身者を，毎週金曜は「金曜音

楽館」として千葉ゆかりのミュージシャンを招い

た。

〔宇都宮局〕
『とちぎくらし情報局』 FM

月～金　11:00～12:00
くらしのヒントとなる情報を提供する生放送番

組。曜日ごとに食や自然，健康，映画・本・音楽

などテーマを分けて紹介。木曜に中継コーナー

[いちごななみ号が行く」を設けた。

『とちぎ6時です！』 FM
月～金　18:00～19:00

地域で生き生きと活動している人たちへのイン

タビューと音楽で構成する生放送番組。金曜には

県内のプロスポーツチーム「栃木SC」「リンク栃

木ブレックス」「HC日光アイスバックス」の応援

コーナーを設けた。

〔さいたま局〕
『さいたま情報ランチ』 FM

月～木　11:30～12:00
『さいたま情報ランチプラス』 新　FM

金　11:00～12:00
県内の市町村の話題を電話取材する「まちむら

便り」など，地域密着の情報やニュースを放送。

年度後半は金曜を60分とし，埼玉ならではの味を

紹介するコーナー，美術館・博物館情報のほか，

毎月最終金曜には，県内各地から中継を行った。

『いきいき埼玉11時』 FM 金　11:00～12:00
週末のお出かけ情報，美術館・博物館の見どこ

ろなどを紹介（ 9月で終了）。

『ウイークエンドカフェ』 FM
金　18:00～18:50

（9.19～）金　18:00～18:30
毎回，埼玉県出身のアマチュアミュージシャン

や地元で活動するアーティストをゲストに迎えて

音楽と楽しいおしゃべりを届けた。

『週刊☆サッカー王国』 新　FM
（9.19～）金　18:30～19:00

J1チームの浦和レッズと大宮アルディージャの

前節の分析と次節の展望を，投稿メールを交えて

リスナーとともに考え，地元クラブを応援した。

（2）特集・特別番組
〔長野局〕
『よるしん。』 G 7.25／20:00～20:45
若者層をターゲットに，信州から世界を目指

して，ダンス・BMXなど国内トップレベルで活

躍する若者が，熱い思いと技を生放送で伝えた。

『知るしん。スペシャル　信州水物語』 G
8.29／20:00～20:45

18時台のカメラマン年間企画として，美しい映

像で環境の大切さを伝えた「信州水物語」を再構

成し，山紫水明の地信州の水の暮らしを描いた。

『知るしん。スペシャル　秋の北アルプス　紅葉
と雲上の絶景』 G 10.24／19:30～20:43
人々を魅了する北アルプスの秋に輝く一瞬の美
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を，名古屋・富山局との共同制作で伝え，より広

域への発信と質の向上を目指した。

『絶対！ふるさと主義ダイジェスト　信州あこが
れの秘湯めぐり』 G 1.23／20:00～20:45
長野県は温泉の数が230以上と全国 2 番目に多

い。県内のCATV10局の協力を得て秘湯巡りを

BS2で 2 時間全国発信したものを再構成して放

送。

『徹底討論・どうする信州』 G
3.13／19:30～20:45

県民の関心が特に高いテーマをタイムリーに編

成して伝える「徹底討論」。 3 月には世界的な不

況の影響を受け厳しい状況に置かれている製造業

など県内経済のこれからについて討論した「信州

経済　再生への道」を制作。

『NHK長野杯長野県小学生アルペン選手権』
E 2. 1／14:00～17:00
野沢温泉スキー場で行われ，小学生413人が参

加したアルペンスキー大会のうち， 5・ 6年生の

競技を録画で放送した。

〔新潟局〕
『クイズ合戦　天地人～直江兼続を知ろう！』
G 7.25／19:30～20:43
越後の戦国武将・直江兼続を主人公とした大河

ドラマ『天地人』の放送を前に，兼続の生涯をク

イズ形式で伝えた。回答者には，兼続ゆかりの県

内 4市から親子ペアが参加。地元からの応援団も

交えた視聴者参加型の番組とした。

『テレビが伝えた新潟50年』 G
第 1回　変わりゆく故郷
第2回　そして未来へ

12. 5，12／19:30～20:00
新潟局がテレビ放送を開始して50年。それを記

念して，新潟局が伝えてきた，政治，経済，災害

などさまざまなニュースやドキュメンタリー，ま

た新潟を舞台にした懐かしいドラマを構成し，こ

の半世紀の新潟県の歩みを回顧した。

〔甲府局〕
『巨匠ミレー　心のうつろい』 G

1.11／20:00～20:29
県立美術館30周年と「ミレー館」オープンを記

念して放送。

『地域が生み出す観光地』 G
3.13／20:00～20:43

地域再生をテーマに，NHKシンポジウムの内

容を放送。

〔前橋局〕
『FMぐんま土曜広場』 FM

「NHKハートフォーラム　いじめを見つめ，

いじめをなくそう」 4.19／14:00～16:00
いじめが原因の自殺で娘さんを亡くした小森美

登里さんと，「ネットいじめ」問題について調

査・研究をしている下田博次群馬大学准教授によ

る「学校でのいじめ問題」の講演を放送。

「前橋放送局　開局75周年記念　山中千尋トリ

オジャズライブ」 7. 5／14:00～15:15
世界的に活躍している桐生出身の山中千尋のピ

アノと，ベース東保光，ドラムス吉岡大輔のトリ

オが迫力あるジャズを演奏。120人を超えるファ

ンが集まり“山中ワールド”をたんのうした。

『作家・早乙女勝元講演会』 FM
3. 8／12:20～12:55

作家で東京大空襲を経験した早乙女勝元さんが

[語りつぐ平和への思い」というテーマで講演し，

戦争について聴衆と話し合った。

『FMトワイライト群馬』 FM
「熊本マリ　ピアノ音楽の夕べ」

3.31／18:00～18:50
世界的に活躍するピアニスト熊本マリさんのピ

アノ演奏や楽しいトーク，会場に来てくれた人た

ちとのやり取りの様子を放送。

『FMザスパ草津アウェイ中継』 FM
6.11／19:30～21:10
3. 8／12:55～15:02

サッカーJ2のザスパ草津の試合を，神奈川県

平塚市の平塚競技場，熊本県熊本市の熊本県民総

合運動公園陸上競技場からそれぞれ生中継で試合

終了まで伝えた。解説はいずれも元ザスパ草津の

小田島隆幸さん。

〔水戸局〕
茨城県域放送で年間20本程度の特集番組を放

送し，地上デジタル放送の普及を進め，地域の課

題や県民のニーズに応える番組編成を行った。

『茨城スペシャル』
地域のイベントやスポーツなどさまざまなジャ

ンルの大型番組を随時放送した。

「水戸室内管弦楽団　第72回定期演奏会」

DG 5.28／18:30～20:38
水戸室内管弦楽団の生中継。モーツァルト讃歌

とベートーベンの交響曲を豪華につづった。

「全国高校野球選手権　茨城大会　開会式／準

決勝／決勝」 DG 7. 5／ 9:00～ほか
開会式と準決勝以降の試合を生中継。春夏とも

に全国制覇の実績がある地域の関心に応えた。

「NHKのど自慢予選会」 DG

7.12／14:00～18:00
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6 月に龍ケ崎市で行われた『NHKのど自慢』

予選を録画で放送。参加者の熱演を伝えた。

「土浦全国花火競技大会中継」 DG

10. 4／19:30～20:45
土浦市で行われた花火競技大会の模様を生中

継。全国の煙火業者の熱い闘いを伝えた。

『金曜茨城スペシャル』 DG 20:00～20:43
金曜夜 8時に月 1回程度，茨城県の課題や，自

然・歴史・スポーツなど幅広い分野を取り上げる

43分間のスペシャル番組を放送した。

「新弟子がやってきた～茨城・15歳　土俵の

春」 4.11

大相撲の名門立浪部屋がつくばみらい市に移転

してきた。親方と新弟子の初土俵までの 3か月を

見つめた。

「光圀紀行」 5.30

水戸黄門として知られる水戸藩 2代藩主の徳川

光圀の生涯をたどり，その志に迫った。

「北京に挑む　茨城のアスリートたち」 6.20

北京オリンピックまで 1か月半。北京の晴れの

舞台に挑む茨城のアスリートたちの思いを聞い

た。

「響けマーチ～茨城・大洗　高校生たちの挑

戦」 8.29

大洗高校マーチングバンド部は全国大会で優勝

の経験をもつ名門チーム。マーチングバンドにか

ける若者たちのひと夏を追った。

「漁師が消えてゆく」 9.26

原油高騰に揺れる日本の漁業。漁獲量全国 5位

の茨城県の漁業者の苦闘に密着した。

「天空を彩れ　花火師たちの闘い」 10.24

土浦全国花火競技大会で北海道から鹿児島まで

60社にも及ぶ花火業者が腕を競い合った。どう花

火を作り上げるのか，その挑戦に密着した。

「茨城　医療危機マップ」 1.30

深刻な医師不足，危機に立つ医療現場で何が起

きているのか。茨城の医療体制について考えた。

「戦え！アントラーズ　ホーリーホック」

3. 6

09年Jリーグ開幕直前。鹿島は史上初の 3 連覇

に挑戦する。一方，得点力向上を目指す水戸。茨

城の 2つのチームを徹底分析し，見どころを伝え

た。

『こんにちはいばらきわいわいスタジオ2008年
末スペシャル』
『いばらきわいわいスタジオ2008年末スペシャ
ル』 DG 12.28／11:05～11:54，17:05～19:00
水戸発の 2つの番組が時間を拡大して送った年

末スペシャル。昼前は高校生ジャズバンドの生演

奏やマジック実演，年の瀬中継などを放送。

夕方はゲストに北京五輪クレー射撃で 4位入賞

の中山由起枝さんとタレントの磯山さやかさんを

迎え，08年のニュースを振り返ったほか水戸市と

つくば市から年の瀬の様子を中継した。

〔宇都宮局〕
『FMキャラバンとちぎスペシャル　初夏・栃木
路を行く』 FM 6. 2～ 6／11:00～12:00
『FMキャラバンとちぎスペシャル　早春・栃木
路を行く』 FM 3. 9～13／11:00～12:00
『とちぎくらし情報局』のスペシャルとして，

スタジオを飛び出し，県内各地から 5日連続の生

中継を年間 2 回行った。地元CATVのアナウン

サーも出演し地元の話題などを紹介した。初夏編

では地元CATVに簡易スタジオを設け，早春編

では 5か所の「道の駅」から中継した。

『栃木県知事選挙・宇都宮市長選挙開票速報』
FM 11.16／22:55～23:00

11.17／ 0:30～ 0:35
『ピアノコンクール入賞者演奏会』 FM

3. 7／14:00～16:00
県内で行われた 4つのピアノコンクールの入賞

者による演奏会。小学生から社会人まで14人の演

奏を放送した。

〔横浜局〕
『Jリーグ・神奈川ダービー』
湘南ベルマーレ　対　横浜FC

FM 5.25／12:55～15:00
川崎フロンターレ　対　横浜Fマリノス

FM 7. 6／19:00～21:00
湘南ベルマーレ　対　横浜FC

FM 9.14／19:00～21:00
湘南ベルマーレ　対　横浜FC

FM 3. 8／15:50～18:00
J1・J2リーグ各 2 チームの計 4 チームを擁する

神奈川で，地域密着型・リスナー参加型のサッカ

ー実況放送を実施した。

〔千葉局〕
『NHK千葉・クラシックサロン』 FM

3. 7／14:00～16:00
千葉局スタジオで，県内や東京で活動する若い

演奏家によるミニコンサートを公開録音。ピアノ

独奏や弦楽四重奏などのクラシック音楽を，来場

者に生で楽しんでもらうとともに，新進の演奏家

を紹介した。

〔さいたま局〕
『小さな旅～空高くキューポラ』 G
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5.25／08:00～08:25
鋳物の街・川口の伝統文化を伝える人たちの心

意気を生き生きと伝え，「厚生労働省社会保障審

議会特別推薦児童福祉文化財」「財団法人児童健

全育成推進財団平成21年度児童福祉文化賞推薦作

品」となった。

『彩夏到来08埼玉総体』総合開会式・公開演技
G 7.28／10:05～11:54
さいたまスーパーアリーナで開催された「全国

高等学校総合体育大会」総合開会式に続く公開演

技の模様を首都圏に生中継。皇太子殿下臨席のも

と，全国の高校生たちと埼玉県民の交流を伝えた。

『小さな旅～君の名はシゴハチ』 G
11. 9／08:00～08:25

SLに思いをはせる秩父鉄道沿線の人々を描い

た。

〔各局共通〕
『NHK全国学校音楽コンクール』
東京都小学校の部　　FM 8.25／ 9:20～11:15

中学校の部　　FM 8.26／ 9:20～11:50
高等学校の部　FM 8.27／ 9:20～11:50

長野県 E 9. 6／13:00～15:00
9.16／13:00～15:30

新潟県 E 8.25～28／13:05～13:50
8.29／13:20～13:50

FM 8.28／10:00～11:00
8.29／ 9:15～11:50，12:30～16:00

山梨県 FM 8.25～ 8.29／18:00～18:50
神奈川県 FM 8.23／14:00～18:00

8.25／ 9:15～11:30
8.27／ 9:15～11:50

群馬県 FM 9. 6／14:00～16:56
茨城県 DG2 8.30／10:05～11:31

FM 8.25／ 9:20～11:00
FM 8.26／ 9:20～11:30

千葉県 FM 8.23／13:00～18:50
FM 9. 6／14:00～18:50
金賞校紹介（小学校） FM 8.27

（中学校） FM 8.28

（高等学校） FM 8.29

栃木県 FM 9. 1～ 9. 5／18:00～19:00
埼玉県 FM 8.25～27／ 9:20～11:30

8.28／ 9:20～11:00

3．スポーツ中継

〔高校野球〕
選抜高校野球大会

決勝 さいたま局 FM／ 4. 4

全国高校野球選手権・地区大会

東京都 西東京大会・決勝 E・R1／ 7.26

東東京大会・決勝

G・R1・FM／ 7.27

長野県 準々決勝 R1／ 7.16～17

準決勝

G（一部E）・R1・FM／ 7.19

決勝 G（一部E）・R1・FM／ 7.20

新潟県 準々決勝 R1・FM／ 7.20

準決勝 G（一部E）・R1／ 7.22

決勝 G・R1／ 7.23

山梨県 準々決勝 R1／ 7.16～17

準決勝

G（一部E・FM）・R1／ 7.19

決勝 G・R1／ 7.21

神奈川県 南神奈川大会・準決勝 FM／ 7.24

北神奈川大会・準決勝 FM／ 7.25

南神奈川大会・決勝 E・FM／ 7.26

北神奈川大会・決勝 E・FM／ 7.27

群馬県 準決勝 FM／ 7.24

決勝 G・FM／ 7.25

茨城県 開会式 DG／ 7. 5

準決勝 DG・FM／ 7.23

決勝 E・G・FM／ 7.24

千葉県 東千葉大会 準決勝 FM／ 7.23

決勝 E・G・FM／ 7.25

西千葉大会 準決勝 FM／ 7.24

決勝 G・FM／ 7.26

栃木県 準決勝 FM／ 7.24

決勝 E・FM／ 7.25

埼玉県 北埼玉大会・準決勝 E・FM／ 7.25

南埼玉大会・決勝 E・FM／ 7.26

秋季高校野球・県大会

長野県 3位決定戦・決勝 R1・FM／ 9.24

新潟県 準決勝 R1／ 9.20

3 位決定戦・決勝

R1・FM／ 9.21

山梨県　　準決勝 R1／10.11

決勝・ 3位決定戦 R1／10.12

茨城県　　準決勝 FM／10. 4

決勝 FM／10. 5

秋季高校野球・関東地区大会

準決勝　横浜・千葉・前橋局

FM／11. 4

決勝　　横浜・千葉局 FM／11. 5

秋季高校野球・北信越地区大会

準決勝　新潟・長野局 R1／10.18

決勝　　新潟・長野局 R1／10.19
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〔その他のスポーツ〕
サッカーJ1リーグ

新潟×京都 新潟局 G／ 4.19

横浜FC×湘南 横浜局 FM／ 5.25

川崎×横浜FM 横浜局 FM／ 7. 6

湘南×横浜FC 横浜局 FM／ 9.14

湘南×横浜FC 横浜局 FM／ 3. 8

鹿島×柏 水戸局

DG1・DG2／ 5.17

鹿島×清水 水戸局

DG1・DG2／ 9.28

浦和×大宮 さいたま局

FM／ 4.20

大宮×浦和 さいたま局

FM／ 9.21

サッカーJ2リーグ

甲府×岐阜 甲府局 G／ 4. 6

甲府×横浜 甲府局 R1／ 5. 6

甲府×大阪 甲府局 G／11. 8

甲府×福岡 甲府局 G／11.29

甲府×札幌 甲府局 G／ 3.22

湘南×草津 前橋局 FM／ 6.11

熊本×草津 前橋局 FM／ 3. 8

水戸×熊本 水戸局 DG／ 4.13

水戸×甲府 水戸局

DG1・DG2／11.23

水戸×徳島 水戸局

DG1・DG2／ 3.14

天皇杯全日本サッカー選手権大会　地区大会

決勝 長野局 G／ 8.31

〃 新潟局 G／ 8.31

〃 甲府局 G／ 8.31

〃 水戸局 DG／ 8.31

天皇杯への道　関東地区代表決定戦ハイライト

関東ブロック G／ 9. 7

茨城県サッカー選手権

決勝 水戸局 DG1／ 8.31

長野県サッカー選手権大会・決勝（天皇杯予選）

長野局 G／ 8.31

新潟県高等学校総合体育大会バスケットボール

女子・男子決勝 新潟局 E・G／ 6. 8

新潟県高等学校駅伝競走大会　女子・男子

新潟局 R1／10.31

NHK長野杯小学生アルペン選手権

長野局 E／ 2. 1

BCリーグホーム開幕戦

「信濃」対「新潟」 新潟・長野局

G／ 4.29

BCリーグホーム最終戦

「信濃」対「群馬」 長野局 R1／ 9.27

Ⅱ．技　術

〔長野局〕
地上デジタル放送は，民放との共同建設を基本

として進めこれまでの18局に加え，八千穂・信州

新町・牟礼・戸隠陣場平・上松・倉本・富士見・

望月・坂城・辰野・高遠・麻績・大岡西の13局を

12月までに開局し，県内のカバー率は約94%とな

った。10月開設の「テレビ受信者支援センター」

に管理要員としてOB 2 人を派遣。自主共聴支援

策の自治体向け説明会を12月に実施した。

4月26日，北京五輪「長野市聖火リレー」で代

表取材局として全ルートをほぼ生中継し，民放各

社に同時配信した。放送局単独では初の双方向連

動データ放送番組『知るしん。スペシャル　クイ

ズで信州力』では，地デジ・携帯・PCによる投

票を実施した。放送網の整備では聖FM中継局の

放送機，小諸ラジオ，岡谷諏訪ラジオの自家発電

装置を更新。美ヶ原FPU基地局と松本支局伝送

系のハイビジョン化更新工事，D3-VTR更新，ノ

ンリニア編集機と小型クレーンカメラを整備。

〔新潟局〕
地上デジタル放送は， 9中継局を開局し，県内

の世帯カバー率が約97％となった。NHK共聴施

設への地デジ導入は47施設。光化大規模改修は 6

施設で実施。辺地共聴施設へのNHK独自支援に

ついて自治体への説明会を開催。 2月 2日開所し

た総務省の新潟県テレビ受信者支援センターと連

携し，完全デジタル化へ向けての体制を固めた。

取材伝送ネットワークでは，弥彦FPU受信基

地のHD 2 面化が完了。今後は佐渡からの伝送ル

ートのHD化更新が急がれる。新潟ヘリコプター

は白馬での遭難報道などに対し的確に対応。迅速

な報道を目指しHD緊急パック 1式を整備。

女子オープンゴルフ，『のど自慢』，『天地人』

トークショーなどで，受信相談やフォトサービス

などの視聴者サービス活動を展開した。

〔甲府局〕
地上デジタル放送は穴山･南部･初狩･富沢局を

開局し県内94％のエリアをカバーした。今後も中

継局建設と共同受信施設のデジタル化を行いデジ

タル化完成を目指す。下河原ラジオ基幹放送所の

更新工事を実施し放送の安定確保に取り組んだ。

制作設備ではVTR・作画装置をHD化。季節ご

との天気カメラ移設や毎週のCSK中継で地域放

415 NHK年鑑’09



NHK年鑑’09

地域放送局・関東甲信越

送充実に努め，08年夏三ツ峠基地局で起きた大規

模な雹
ひょう

害の早期復旧に尽力した。新・放送会館

の基本計画をまとめ整備検討を進めている。

〔横浜局〕
4 月は， 3月の米軍兵士によるタクシー運転手

殺人事件への継続対応で始まった。 6月の宮城内

陸地震では中継要員を派遣。 9月は米原子力空母

の横須賀港入港や小泉元総理の引退意向表明，10

月はピザ生地からメラミン検出やカップめんから

防虫剤成分，大学生大麻事件， 2月は力士大麻事

件， 3月には旧吉田茂邸全焼など続発した緊急報

道に，迅速的確に対応した。

『ゆく年くる年』では，赤レンガ倉庫から開港

150周年を迎えた横浜港の新年の模様をハイビジ

ョンと5.1chサラウンドで全国に伝えた。

FM『よこはまサウンド♪シャトル』で，川崎

からの中継を第 1・ 3水曜に実施し，スタジオか

ら公開生放送を 3回，みなとみらい駅での公開収

録を 1回実施。｢ネットトライアル｣実施局として

FM放送に連動した動画も提供した。

放送設備の整備では，全国的なFMラジオ放送

回線の更新に対応したほか，ランドマークFPU

基地局の引き下ろし回線の光回線化を行った。

デジタル化整備として，横須賀武，津久井，相

模湖，山北，仙石原の 5中継局で地上デジタル放

送を開始し，県内の地上デジタル放送受信可能世

帯数比率は98.9％となった。NHK共聴では，26施

設へ地上デジタル放送を伝送。デジタル放送受信

相談を適切に行い，横浜局ホームページでも周知

広報した。BSデジタル放送を共同受信施設に伝

送する「耐雷型BSデジアナヘッドエンド」を開

発し，BSアナログ放送終了に備えた。

新会館建設は，08年 1 月の起工式から工期の半

分である14か月が経過。10階建ての 3階部分まで

躯
く

体工事が進み，10年夏竣工を目指す。

〔前橋局〕
08年度は地上デジタル中継局が 7局開局。計14

局が開局し県内の96％，約69万5,000世帯で受信

可能になった。NHK共聴への地上デジタル放送

導入も87施設7,300世帯に達した。デジタル講習

会は20回開催し，自主共聴への経費助成制度の周

知広報を実施。地上デジタル放送への完全移行に

向け，09年 2 月に開設した「総務省テレビ受信者

支援センター」と連携して受信相談を推進。

8月には『ハイビジョンふるさと発　戦争と女

子高生～ミュージカルで伝えるあの夏』， 9 月は

高崎市倉渕町で屋外JAZZライブを収録してFM

放送。09年 3 月には『ザスパ草津開幕戦』を熊本

から生放送，『FMトワイライト群馬～熊本マリ

ピアノ音楽の夕べ』を前橋テルサホールから公開

生放送。 3年目の「出前授業」にも取り組んだ。

〔水戸局〕
08年10月で 4年となった茨城県域デジタルテレ

ビ放送のエリア拡大に向け，大子中継局が08年11

月，里美・水府・笠間・御前山の 4中継局が12月

に開局し，茨城県内の約71％の世帯が視聴可能エ

リアとなり，関東広域も含めた地上デジタル放送

視聴可能エリアは約98％となった。NHK共同受

信施設の地上デジタル導入工事も，44施設が完了。

過去 3年間，人為的ミスによる放送事故がなかっ

たことで「放送安定特賞」を受賞した。

特集番組として『水戸室内管弦楽団』『茨城Jリ

ーグアワー』『生中継　ふるさと一番！』『国民文

化祭』『絶対！ふるさと主義』『ラジオ深夜便』な

どを放送し，県の魅力を全国に発信した。

設備更新では，東海村カメラのハイビジョン化，

加波山FM基幹局放送機と監視制御装置を更新。

〔千葉局〕
千葉県での地上デジタル放送は07年度開局した

銚子，東金，大多喜に，08年度，君津，長南，市

原加茂，勝浦，館山，佐原，下総光，小見川の 8

局を加えてサービスエリアを拡大。自治体や電器

店と受信技術講習会や受信相談所の開設など受信

普及キャンペーンを展開し， 1月発足の総務省千

葉県テレビ受信者支援センターとの連携も強化。

Eスポ混信障害の理解を促進する県域FM放送

に加え，自治体広報誌への掲載や説明用パネルの

自治体ロビー設置を行った。放送の安定送出と電

波確保のため定期点検の実施と基本事項を徹底

し，人為的な放送事故ゼロを 4年 6か月継続した。

〔宇都宮局〕
08年12月に日光清滝，09年 3 月には鹿沼にデジ

タル中継放送所が開局し，栃木県内では合計 7か

所で開局，東京デジタルとあわせて約92％（約65

万6,000世帯）に地上デジタル放送エリアが拡大

した。NHK共聴は08年度11施設・約600世帯で地

上デジタル放送を導入し，合計19施設・約1,360

世帯で受信が可能となった。FM今市中継局の放

送機を更新。番組制作設備ではカメラ 2式と小型

ロボットカメラ・地震カメラ各 1式をハイビジョ

ン化。『おおーい，ニッポン』では県内10か所か

ら中継を展開した。

〔さいたま局〕
09年 3 月31日鬼石地上デジタル中継放送所が開

局，NHKと県域民放，東京民放 5 社が本放送を

開始。NHK共聴では，27施設に地デジ導入し，
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地デジ対応化施設率は43.9％（123施設中54施設）

となった。地上デジタル完全移行に向け，中継放

送所の建設とNHK共聴のデジタル導入へ取り組

んだほか，テレビ受信者支援センターと連携して

埼玉県全体のデジタル移行に取り組んだ。

設備では，HV素材収録系統の充実，汎用FPU

のHV更新整備，車載用静止画装置のHV化更新

などを行った。緊急報道では，元厚労省関係者連

続殺傷事件の生中継，宮城内陸地震・岩手県沿岸

北部地震応援などの取材・伝送に対応した。

Ⅲ．視聴者

1 ．イベント事業

〔長野局〕
全国放送公開番組は12本。合併から 5周年を迎

えた千曲市で『NHKのど自慢』（5.18）を実施し，

BSの特集番組『ごきげん歌謡笑劇団』（10.29）を

佐久市で実施。「NHK朗読ひろば」（2 .10）や

[NHKハート展」（2.13～18）など教育，福祉の

イベントで反響を得た。「長野オリンピック記念

長野マラソン大会」や「NHK長野杯小学生アル

ペンスキー大会」なども実施した。

〔新潟局〕
4 月以降，公開番組の会場などで「天地人コー

ナー」を開設し，直江兼続の知名度向上に取り組

んだ。12月には地元マスコミ・関係者向けの「先

行試写会」（県民会館）， 2月には子役 2人を迎え

て「ラッピングトレイン出発式」（ほくほく線）

を実施。 3 月には「トークショー」（県民会館）

を開催し，地元の人々の期待感を高揚させた。

全国放送公開番組を 8 本実施。「日本女子オー

プンゴルフ選手権競技」（10月 新発田市），「全国

高等専門学校ロボットコンテスト2008関東甲信越

地区大会」（10月 長岡市），「関東甲信越放送・視

聴覚教育研究大会」（11月 長岡市）を実施した。

〔甲府局〕
全国放送公開番組は『NHKのど自慢』（4.20 南

アルプス市）など 8本を実施。地域情報番組『ま

るごと山梨』と連動した「甲州の民話　おはなし

の会」（5.18 南アルプス市）を催し，県立美術館

[ミレー館」オープンを機にNHKトークイベン

ト「ミレーの絵と言葉」（1.5 甲府市）を公開収

録してFMで県域放送。地域再生をテーマにした

NHKシンポジウム「地域が生み出す観光地」（2.

28 甲府市）を公開収録し『金曜山梨』として県

域放送した。

「第31回NHKギャラリー賞絵画展」の応募数

は07年比538点増の3,304点。入賞作は地域放送や

ホームページなどで紹介した。

〔横浜局〕
全国放送公開番組は『NHKのど自慢』（綾瀬市），

{BS日本のうた』（厚木市・相模原市），『NHK

能楽鑑賞会』（横浜市）など14本実施。横浜赤レ

ンガ倉庫で収録した『BSおかあさんといっしょ』

や受信料支払者限定の『ぐ～チョコランタン小劇

場』（年間 3 本）など，子ども向けイベントを各

地で開催。地元ケーブル事業者とクラシックコン

サートなどを 5本共同主催した。

「歳末・海外たすけあい」連動チャリティー

{クリスマス・バリアフリーライブ』を実施し，

FM放送での紹介やネットへの動画提供も行っ

た。

〔前橋局〕
全国放送公開番組は，『NHKのど自慢』（7.27

沼田市），『爆笑オンエアバトル』（9.13高崎市），

{BS日本のうた』（2.12みどり市）など10本実施

した。県域FMでは前橋局開局75周年記念『山中

千尋トリオジャズライブ』（6.22前橋局）の公開

収録や『熊本マリ　ピアノ音楽の夕べ』（3.31前

橋市）を公開生放送。独自企画イベントとして，

館林市で「宇宙へGO！月周回衛星かぐやが見た

神秘」（11.22～24）を実施。かぐやがとらえたハ

イビジョン映像の上映会や向井千秋さんの講演会

が，大人から子どもまで楽しめると好評を得た。

〔水戸局〕
全国放送公開番組は『BS日本のうた』（ 4 月・

ひたちなか市），『NHKのど自慢』（ 6 月・龍ヶ崎

市）など 8本を実施した。

『NHK全国学校音楽コンクール茨城県コンク

ール』と小学生の『NHK放送体験クラブ』は県

域デジタルテレビで放送。11月には茨城県主催

[大好きいばらき県民まつり」に「ふるさとの食

にっぽんの食茨城フェスティバル」と「NHK地

球環境キャンペーン茨城フェア」の 2企画で参加。

12月には「歳末・海外たすけあい」関連のアナウ

ンサーの朗読による「冬のおくりもの～ピアノと

語りが奏でる物語」に多くの義援金が寄せられた。

〔千葉局〕
『BS日本のうた』（10.2松戸市）など全国放送

公開番組18本のほか地域企画イベントなど26本を

各地で実施し，約10万3 , 0 0 0人の参加を得た。

{NHK全国学校音楽コンクール千葉県コンクー

ル』は出場110校，観覧者とあわせ9,457人が参加

した。
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地域とのつながり強化に重点を置き，千葉市科

学館 1 周年「ぷらねたりうむ落語会」（10.19千葉

市），開国150周年「堀田正睦を語る」（12.20佐倉

市）を地元自治体などと共催。また，地域に開か

れた放送局を目指し，スタジオで「“小さな旅”

から見える風景」（5.17），「NHK千葉・クラシッ

クサロン」（3.1）を実施・放送化した。営業推進

では，大学セミナー（6.24千葉大），CATVキャ

ラバン（9.27木更津市）や，支払者限定「ぐーチ

ョコランタン小劇場」（2.21東金市）を実施した。

〔宇都宮局〕
『NHKのど自慢』（鹿沼市）などテレビ・ラ

ジオ合わせて 9 本の全国放送公開番組を実施し

た。また，NHK交響楽団メンバーが中学校で演

奏会を行う「NHKこども音楽クラブ」を 6 月に

大田原市で，子育て層を対象にした「NHKすく

すく子育てスクール」を12月に宇都宮市で行った。

会館公開「ふれあい放送局」は 7月と12月に各

2 日間開催。 7 月の北京オリンピック直前には，

二胡演奏会や北京料理ワークショップを行った。

9月には宇都宮市のわくわくグランディ科学ラ

ンドで「NHK宇宙スペシャル2days」を開催した。

月探査衛星かぐやの打ち上げから 1年目の日，天

体望遠鏡にスーパーハープ管カメラを取り付けて

の天体観測や，月に関する講演，プラネタリウム

でのエレクトーン演奏会などを行った。

〔さいたま局〕
『NHKのど自慢』（ 7 月，越谷市）や『爆笑オ

ンエアバトル第11回チャンピオン大会ファイナ

ル』（ 3 月，戸田市）など全国放送公開番組21本

を実施。「第10回国際バラとガーデニングショ

ウ」（ 5月），「全国高等学校総合体育大会」（ 7～

8 月），「日本シニアオープンゴルフ選手権」（10

月）など，49万9,000人の視聴者と触れ合った。 4

月に埼玉県を舞台にした連続テレビ小説『つば

さ』（09年 3 月から放送）が決定し広報活動を展

開した。

2 ．営　業

「 3か年経営計画」最終の08年度は，訪問集金

廃止や事業所割引の導入，家族割引の拡大などや

つぎばやの改革が行われ，口座・クレジット支払

いの加速化に伴い，飛躍的な契約増加の確保を目

指した。下半期からは地域スタッフの業務転換を

確実に図りつつ新たな外部委託の開発や「営業改

革」の円滑な移行と支払率向上に取り組んだ。06

年10月に都内からスタートした民事手続きによる

支払督促の申し立ては，新潟・神奈川・茨城・千

葉・埼玉県と実施エリアを拡大。これに伴い，職

員の法務知識習得の講習会を随時実施した。危機

管理については，営業セキュリティガイドライン

と個人情報保護の徹底，事件・事故防止のための

[NHK倫理・行動憲章」に基づくコンプライア

ンスの徹底を図った。

関越ブロックの08年度業績は，「未収者削減」

目標を全局・営業センターで達成することができ

なかったため全目標達成局は「ゼロ」となったが，

[衛星増加」目標を全局所が達成し，関越全体と

して全国平均をすべて上回る業績を確保した。

3 ．広　報

〔長野局〕
北京五輪に際し，長野局・松本支局に大型懸垂

幕を設置し，長野局のハイビジョンシアターでは

五輪シアターとして受信公開。五輪期間中の信州

環境フェアにも190インチ大画面を設置した。

2年目を迎えたホームページの写真投稿サイト

[撮るしん。」は，07年の約 2 倍の月間 1 万3,000

件を超えるアクセスとなり，11月には携帯でも閲

覧可能にした。局内見学は，小学生の団体は131

件・6,610人。一般団体は67件・1,711人だった。

〔新潟局〕
7 月以降，局内のロビースタジオに「天地人コ

ーナー」を新設。直江兼続の生涯や甲冑
かっちゅう

の等身大

写真，番組のロケ風景などのパネル展示のほか，

ドラマ内でCGシーンの制作方法や「朗読『天地

人』」を視聴できる「天地人BOX」を設置した。

地域放送番組で取り上げるとともに，ホームペー

ジにも「朗読『天地人』」や「天地人ロビー」の

コーナーを設け，「携帯メールマガジン　週刊

{天地人』」を配信した。

CS活動の一環である「番組を見る会」も定着

し，08年度は16回498人が参加。『天地人』ゆかり

の地の上越市や長岡市でも開催。 3 月には，「日

よう夜は天地人」のキャッチコピーのもと局内で

2 回，『天地人』ベーシック講座を開催。終了後

はHVで『天地人』を視聴した。「ふれあいミー

ティング」を66回実施し1,034人が参加した。

〔甲府局〕
「地域再生」をテーマに，地域の課題や，豊か

なふるさとづくりを応援する「やまなし応援キャ

ンペーン“やっぱり山梨”」を展開。イベントで

は地域再生の課題をアンケート調査し7,000枚を

回収。キャンペーンのロゴを作成し，ホームペー

ジやスポット放送などで積極的にPRした。

地域情報番組『もうすぐ山梨のおひる～発信！
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ハートプラザ』でワンセグサービスの開始や地上

デジタル放送，甲府局の事業活動を紹介した。

「ふれあいミーティング」の実施は22回，参加

者数は356人。また特製ハガキ「かんすけ君のご

意見早馬便」でも意見，要望を収集している。

〔横浜局〕
3 月に 2 日間にわたって「会館公開」を開催，

横浜ななみちゃんのオリジナルステージショーや

中継車公開などの催しを実施して，約900人の入

場者と触れ合い，10年移転予定の横浜局新会館の

PRも行った。「ふれあいミーティング」はイベン

トなどに合わせ42回実施。1,096人の意見を伺っ

た。ネットトライアルでは，FM放送とWebを連

動した「かなキャン」を全局体制で制作し，県内

24大学44サークルの学生が出演。ホームページで

も紹介し，若者との接触率向上に努めた。

〔前橋局〕
6 月は前橋局開局75周年記念として，大河ドラ

マ『篤姫』展，『BSおかあさんといっしょ』のス

タジオ収録，『歌の日曜散歩』の公開生放送など，

会館内外での催しを集中的に実施した。

「ふれあいミーティング」は2 9回開催し，

1,048人の参加者からの意見，感想を集約した。

[番組を見る会」は 3回開催し，上映会に合わせ

て番組関連の講演会も開催するなど内容の充実を

図った。 3月末には携帯サイトもオープンし情報

発信を拡大した。

〔水戸局〕
大学セミナー（ 5月）や『篤姫』公開セミナー

( 7 月）などのイベントでは，局キャラクターの

うちわやチラシを配布しPRに努めたほか，地元

の要望を受けて『のど自慢』の番組上映会（ 7

月）を開催するなど，信頼向上に結び付くよう努

めた。また，10月に立ち上げた携帯サイトにより

ホームページアクセス数は07年比24万件増となっ

た。 2月の『絶対！ふるさと主義』では広報チラ

シ 1万枚を各施設・団体等に配布したほか，当日

は受信公開も実施し，大好評であった。 3月には

09年度番組の記者会見を実施，新聞・雑誌等の媒

体を活用し，県域デジタル放送開局 5周年に向け

大いに県民にアピールできた。

〔千葉局〕
館山地区の地上デジタル局開局にあわせて「デ

ジタルわくわく広場in館山」（2.21～22）を実施

し，約3,200人の来場があった。また，「ふれあい

ミーティング」は46回開催し，参加者数は750人

以上であった。会館内カルチャールームで計10回

行った展示には1,350人以上の来場者があった。

小学校の社会科見学は，10校360人を受け入れた。

携帯公式サイトを 1月にオープンするなどホーム

ページの充実を図り，ホームページによる千葉県

知事選挙開票速報には105万件のアクセスがあっ

た。「災害情報ホームページ」を台風13号（9.20）

の接近時に本番運用し，CATVを通じて県民に

災害情報を発信した。

〔宇都宮局〕
見学コースで人気の「放送体験コーナー」を明

るい虹をイメージした空間にリニューアルした。

新規に「タッチパネル式ディスプレイ」を導入し，

視聴者からの要望が高いお天気キャスター体験も

できるようにした。会館公開「ふれあい放送局」

ではこの放送体験コーナーで番組作りに挑戦した

人々にできあがった作品のDVDを記念にプレゼ

ントし好評を得た。

『おーい，ニッポン』では，いちごななみを登

場させたのぼり旗などを作成し，宇都宮市の商店

街に設置するなど，番組の周知と集客に努めた。

〔さいたま局〕
県域テレビ放送波のないさいたま局の情報発

信を強化するため，テレビやラジオで放送した埼

玉県内のニュースや番組の動画・音声をインター

ネットで視聴できるサービスを開始した。07年度

を約50万上回るページビュー数があり，さいたま

局のステーションイメージ向上につながった。

また，09年度には埼玉県が舞台となる『連続テ

レビ小説～つばさ』が放送される。さいたま局で

は，広報誌「さいたまごころ」で特集したほか，

{つばさ』の出演者や放送時間を印刷した 2つ折

り業務用名刺の作成，局舎懸垂幕での掲示，路線

バスでの広告放送などを駆使して，事前PRに努

めた。
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中　　　　　部
◇若者との回路強化に向けて，全国放送番組『め

ざせ！会社の星』と，地域放送番組『サタ★テ

ン』を立ち上げた。

◇バブル崩壊後の日本経済をテーマに，公認会計

士たちの活躍や鐚藤
かっとう

を初めてドラマ化した『土曜

ドラマ　監査法人』（全 6回），戦争犯罪に問われ

た若者の心の喝藤を手記を元に描いた『NHKス

ペシャル　ドラマ　最後の戦犯』を制作。

◇名古屋・津局制作『NHKスペシャル　雨の物

語～大台ケ原　日本一の大雨を撮る』は，最新の

技術を駆使して神秘的な雨粒の形や生き物との不

思議なかかわりを記録し，第50回科学技術映像祭

文部科学大臣賞を受賞。

◇福井局開局75周年，富山局テレビ放送開始50年

として，多様な地域放送やイベントを展開し，地

域サービス向上に努めた。

Ⅰ．放　送

1 ．放送の概要

〔名古屋局〕
若い世代の親近感醸成のため， 2つの番組を新

設。全国放送番組『めざせ！会社の星』では，番

組ホームページや携帯サイトを開設し公開収録も

実施。地域放送番組『サタ★テン』では，毎週土

曜に催す公開ライブの一部を生放送した。

急激な景気後退が地域経済に与えた影響と課題

を『ほっとイブニング』や『ナビゲーション』で

放送。『金とく　どうする雇用～ものづくり中部

再生の模索』を75分の拡大版で生放送。事前に意

見募集し，視聴者とともに中部経済の再生策を考

えた。 3年目の『金とく』を紀行，ドラマ，双方

向のクイズ番組など幅広い手法で放送。特に「秋

の北アルプス　紅葉と雲上の絶景」は好評だった。

日本人とブラジル人の共生と相互理解に取り組

み，ラジオ国際放送のポルトガル語による情報番

組『ラジオジャパンフォーカス』を，東海 4県向

けにラジオ第 2で毎日放送。『FMトワイライト』

金曜は，バイリンガルのパーソナリティーが，ポ

ルトガル語を交えて放送。中南米出身者によるの

ど自慢大会『ラティーノ・ノドジマン2008』を日

本語・ポルトガル語の 2か国で放送。ホームペー

ジにはポルトガル語の情報サイトを開設した。

迅速かつ的確な災害報道により，防災・減災に

努めた。特に， 8月末に東海地方を襲った記録的

な集中豪雨では，被害情報を地域や全国に発信し，

復旧対策や生活情報をきめ細かく伝えた。

地域独自の環境キャンペーンと「交通事故

“ 0 ”」キャンペーンの 1 分ミニを継続して，『金

とく』や『ほっとイブニング』と連動展開した。

スポーツ放送では，北京五輪で地元ゆかりの選

手にスポットを当てたほか，中日ドラゴンズや名

古屋グランパスの試合を放送。バスケットボール

やフットサルも放送した。

全国放送番組『中学生日記』では，通年で 1つ

のクラスを追うシリーズや，全国オーディション

で中学生を選ぶ新企画に挑戦。『土曜ドラマ　監

査法人』〈全 6 回〉，『NHKスペシャル　ドラマ

最後の戦犯』『NHKスペシャル　雨の物語～大台

ケ原　日本一の大雨を撮る』を制作した。

〔金沢局〕
能登半島地震から 1年，復興の様子を継続的に

取材して放送。 7月に発生した金沢市の浅野川氾
はん

濫
らん

に際しても，きめ細かく報道した。

また，『経済羅針盤　農業はもっと稼げる』『経

済羅針盤　漁師を誇れる仕事にしたい』『トップ

ランナー　梅佳代』『ハイビジョンふるさと発

白山　四季の物語』などの全国番組を制作した。

〔静岡局〕
「しずおか大好き！」キャンペーンを軸に，地

域の応援団として番組制作に努めた。『たっぷり

静岡』では，各地の文化財や貴重な建築物を「静

岡けんちく図鑑」で紹介し， 3月に43分番組とし

て放送。また，コミュニティFM局との共同制作

{大好き！静岡』を 6 本， 3 年目の『フジヤマ

TV』を11本制作した。通学せず派遣労働者にな

っている外国人労働者の子どもたちの実態を『ハ

イビジョンふるさと発』などで全国発信。“もの

づくり王国”静岡を直撃した深刻な不況について，

{NHKスペシャル　製造業派遣は何をもたらし

たか』で生産現場の実態を詳報した。地域番組と

して取材した盲学校野球部の活躍を『金とく　静

かな甲子園』『福祉ネットワーク』へと展開した。

〔福井局〕
福井局開局75周年関連の番組やイベントを展開

した。開局記念日には『開局75周年スペシャル～

丸ごと見せます！福井の75年』を福井局ロビー特

設スタジオから生放送。源氏物語千年紀にあたっ

て『源氏物語～平安の恋物語を読む』の公開録画

や，福井地震の特集『福井地震　60年目の警告』

を放送した。『LIVE610』では，開局75周年アー

カイブスコーナー「あのころシアター」や，「福
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井エコ2008」「防災メモ」を新設。また，九頭竜

川流域に移動スタジオを設けた「LIVE610 九頭

竜川キャラバン」や「ふくい年末スペシャル

2008」を公開生放送。 1分ミニで「防災」と「ふ

るさと」をテーマにキャンペーンを展開した。

〔富山局〕
テレビ放送開始50年として， 3つの柱で地域放

送を充実。①“ひとりじゃないキャンペーン”で

は，『イブニングアクセス富山』で年間36本リポ

ートし，人のきずなの大切さを伝え，障害福祉や

うつ・自殺・貧困をテーマに，年間10本の特集番

組を放送。②“スポーツ応援団”として，『イブ

ニングアクセス富山』のコーナー企画で詳細を伝

え，地元チームの活躍を年間 9試合中継。12月に

は特集番組『カターレJの舞台へ』を放送。③テ

レビ放送開始50年にちなみ，『イブニングアクセ

ス富山』の新設コーナー「あのころにアクセス」

で貴重な映像によるリポートを26本放送。特集番

組『映像で振り返る　富山あのころ』の公開収録

も実施。小・中学生が富山の未来を描くアニメ制

作に挑戦した特集番組『無限大∞少年～アニメを

作ろう！子どもたちの挑戦』は，反響を呼んだ。

ラジオでは07年度に引き続き，最新のミュージ

ックシーンを紹介する『富山ミュージックJA

M』を放送。イベントとも連動した歴史講演会や

アナウンサーによる朗読会なども放送した。

全国放送では，『クローズアップ現代』で障害

者福祉や認知症・介護・うつ・自殺など現代社会

の課題を，『ハイビジョン特集　霊峰立山に生き

る～奇跡の鳥　ライチョウ』で富山の大自然を，

{ゆく年くる年～高岡市　瑞龍寺』などを発信。

〔津局〕
尾鷲市や菰野町で相次いだ集中豪雨では，局を

あげて災害報道に対応。作り置きの点滴液が原因

の院内感染死亡事件，女子高生身代金目的誘拐事

件，石原産業による化学兵器禁止法違反事件，近

鉄の脱線事故やJA鈴鹿の 2 億円強奪事件などを

迅速に報道した。『ナビゲーション』では，発達

障害児への特別支援教育を取材し，全国へ発信。

{ほっとイブニングみえ』では，防災について継

続的に記者解説でわかりやすく伝えた。

全国放送では，『NHKスペシャル　雨の物語～

大台ケ原　日本一の大雨を撮る』を始め，『生活

ほっとモーニング　こだわり旅～熊野古道』『産

地発！たべもの一直線～モロヘイヤ』『平成若者

図鑑～視能訓練士』『さわやか自然百景～志摩半

島』を制作した。

〔岐阜局〕

『ほっとイブニングぎふ』では，地域応援キャ

ンペーンとして 2 つの特集コーナーを常設。①

[子育て支援」コーナーでは， 1分スポットが大

きな反響を呼び，『岐阜のこれから』として年度

末に放送。②「FC岐阜」コーナーでは，試合中

継や地域貢献活動をしたクラブチームの軌跡を追

った『ぎふスペシャル』を放送。県域番組『迫り

来る巨大地震に備えて～岐阜県地震防災フォーラ

ム』『ぎふスペシャル　認知症フォーラム』で，

地域の課題を提示。亜炭廃坑問題や大手健保組合

解散に伴う高齢者医療問題などを『ナビゲーショ

ン』で特集した。

全国放送では，亜炭廃坑陥没問題を扱った『ク

ローズアップ現代』や，『笑う岐阜に福来る！～

第 6回全日本学生落語選手権』（岐阜市）を放送。

2 ．地域放送番組

（1）定時番組
『NHKニュース　おはよう東海』 G

月～金　07:45～8:00
第 1 回93.4.5／平日の朝，東海 3 県の最新情報

を伝える番組。放送開始時間を変更。ニュース・

気象情報・交通情報・地域の課題や取り組みに迫

り，暮らしに密着した情報をわかりやすくコンパ

クトに伝えた。／各局タイトル：『おはよう石

川』金沢局，『おはよう静岡』静岡局，『おはよう

福井』福井局，『おはよう富山』富山局

『ウィークエンド中部』 G 土　07:30～08:13
第 1 回85.4.6／中部ブロック／中部 7 県の 1 週

間のニュースや話題を伝える情報番組。週末の各

地のイベント・行楽情報なども取り上げた。

『情報フレッシュ便　さらさらサラダ』 G
月～金　11:30～12:00

第 1 回03 .4 .3／東海 3 県ブロック（一部各局

単）／プラザウェーブ21から公開生放送。データ

放送と連動し，地元に密着した文化・芸能情報や

生活に役立つ情報を伝えた。11：50～12：00は各

局単：『みえ～るクン情報』津局，『みのひだ情

報局』岐阜局／各局タイトル：『かがのと　しゅ

んしゅん便』金沢局，『しずおか情報ランチ』静

岡局，『ほやほや情報昼前便』福井局，『とやまお

しらせたまご』富山局

『ほっとイブニング』 G
月～金　18:10～18:59

第 1 回01 .4 .2／東海 3 県ブロック（一部各局

単）／ホットなニュースからホッとする話題まで

がわかる地域密着の情報番組。各地で公開生放送

を実施し，視聴者サービスに努めた。18：30～59
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は各局単：『ほっとイブニングみえ』津局，『ほ

っとイブニングぎふ』岐阜局／各局タイトル：

{デジタル百万石』金沢局，『たっぷり静岡』静

岡局，『LIVE610』福井局，『イブニングアクセス

富山』富山局

『ナビゲーション』 G 金　19:30～19:55
日　08:00～08:25

第 1 回93.4.17／中部ブロック／ 7 県の課題や事

件・事故など視聴者の関心が高いテーマや地域の

現状を伝え，『クローズアップ現代』など全国発

信にも展開した。

『金とく』 G 金　20:00～20:43
日　10:05～10:48

第 1 回06.4.7／中部ブロック／地域に徹底的に

こだわる番組。中部 7局のネットワークを生かし

て各県の魅力を紹介，地域ドラマや紀行番組など

多彩な内容で地域放送の充実に努めた。

『鈴木アナの東海ピックアップ』 G
土　12:38～12:45

第 1 回08.4.5／東海 3 県ブロック／東海 3 県の

おすすめ番組やイベント，取り組みを紹介し，番

組・経営広報をタイムリーに展開。

『サタ★テン』 新　G 土　13:50～14:00
月　00:00～00:10

第 1 回08.4.5／東海 3 県ブロック， 中部ブロ

ック／プラザウェーブ21で行う音楽ライブの一部

を生放送。多彩なアーティストによる未放送映像

をまとめて第 1木曜深夜『マン☆テン』で放送。

『中部あさいちばん』 R1
月～土　07:40～08:00

第 1 回99.4.5／中部ブロック／中部 7 県の朝の

表情や生活情報を放送。交通情報・気象情報・コ

ーナー企画のほか，「祝日特集　朗読」を新設。

『ラジオジャパンフォーカス』 新　R2
月～日　01:00～01:20
火～月　05:40～06:00

第 1 回08.4.1／東海 4 県／国際放送ラジオ日本

{ラジオジャパンフォーカス』を東海地方に暮ら

すブラジル人のサポートに向けて，日本の生活習

慣や文化情報をポルトガル語で放送した。

『FMトワイライト』 FM
月～金　18:00～18:50

第 1 回99.3.29／中部ブロック／地域に親しみの

あるパーソナリティーが出演するディスク・ジョ

ッキー番組。金曜は，日本語とポルトガル語を交

えて，ブラジル人向けの生活情報やブラジルのヒ

ットソングなどを伝えた。

（2）特集番組

〔中部ブロック〕
『ターニングポイント　それでも戦いは続く～吉
田秀彦』 G 名古屋局　04.27／08:00～08:25
『笑う岐阜に福来る～第 5 回全日本学生落語選
手権』 G 岐阜局　05.25／10:05～10:59
『オレたちのダンスを見てくれ　ストリートの若
者たち

,
08』 G

名古屋局　07.28／00:00～00:44
『DANCE★DYNAMITE～名古屋発　真夏のダ
ンスコンテスト』 G

名古屋局　07.29／00:10～01:24
『わが家』 G 名古屋局　10.11／16:45～17:58
『出前ラジオコンサート』 R1

名古屋局　10.16，20～21／14:05～14:35
『FMトワイライト　クリスマス　ウェーブ
2008』 FM

名古屋局　12.20／16:00～18:50
『ラティーノ・ノドジマン2008』 G

名古屋局　12.23／16:30～18:00
『2009NHKナゴヤニューイヤーコンサート』 E

名古屋局　01.03／22:30～00:18
朗読特集『東海・北陸文学紀行』 R1

名古屋局　03.15／10:05～11:50
『ふるさと発ドキュメント　母にささげる氷上の
舞～フィギュア・鈴木明子選手』 G

名古屋局　03.20／18:10～18:35
〔東海4県ブロック〕
『みんな集まれ！防災バラエティークイズ』 R1

名古屋局　09.01／13:05～13:55
〔東海3県ブロック〕
『花待ちコンサート』 FM

名古屋局　04.26／12:15～12:55
『“スーパー伊勢湾台風”～そのとき　名古屋
は』 G 名古屋局　07.05／16:00～16:29
『新たな音楽の感動を～名フィルの挑戦』 G

名古屋局　08.03／08:00～08:25
『2008NHK名古屋児童劇団設立60周年記念公
演いつか太陽が…～僕たち，私たちの帰る場
所』 G 名古屋局　08.31／10:05～11:05
『大集合！名古屋の達人たち～NHKなごや芸能
音楽祭』 G 名古屋局　11.23／10:50～11:30
『音楽でつながった子供たちの夏～NHK名古屋
青少年交響楽団第43回定期演奏会』 E

名古屋局　08.31／14:00～15:00
『歌謡曲をあなたに』 R1

名古屋局　09.11，16，17／14:05～14:35
『迫り来る巨大地震に備えて～岐阜県地震防災フ
ォーラムin岐阜市』 E

再 

再 

再 

再 

再 
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岐阜局　11.22／15:15～15:58
〔各局共通〕
『第75回NHK全国学校音楽コンクール』
(中部）

東海北陸ブロックコンクール

「小学校・中学校・高等学校」 E

09.28／14:00～16:30
(東海 3県ブロック） E

愛知県コンクール 08.30／13:00～15:00
三重県コンクール 08.23／12:55～14:35
岐阜県コンクール 08.25／13:20～15:00

(県域）

石川県コンクール　E 8.23／13:00～14:20
静岡県コンクール　FM 8.23／14:00～15:24
福井県コンクール　E 8.23／13:00～14:45

FM 08.25／09:15～11:30
富山県コンクール　E 08.23／13:00～15:00
〔北陸ブロック〕
『金とく　北陸スペシャル』 G
「地域医療再建」 金沢局　10.03／20:00～20:43
「伝統の美を極める　第55回日本伝統工芸展・

金沢展」 金沢局　10.31／20:00～20:43
「ちりとてちん　正平・順子のふるさと福井を

旅しよう」 福井局　06.06／20:00～20:43
「あなたの心を救いたい～うつ・自殺と向きあ

う」 富山局　09.05／20:00～20:43
「底辺からはいあがれ～元“ホームレス”たち

の第一歩」 富山局　12.05／20:00～20:43
「無限大∞少年～アニメを作ろう！子どもたち

の挑戦」 富山局　02.06／20:00～20:43
『FMトワイライト　北陸ウィーク』 FM
「節分の日特集」 金沢局　02.03／18:00～18:50
「モレンシャンさんと楽しむ冬の石川」

金沢局　02.06／18:00～18:50
「日本人と韓国人，本当に理解し合える交流を」

福井局　02.02／18:00～18:50
「私の一押し！音楽が素敵な映画特集」

福井局　02.05／18:00～18:50
「スポーツソングで熱くなろう」

富山局　02.04／18:00～18:50
〔県域〕
『金とく　石川スペシャル』 G 石川県域

「国宝・玉虫厨子がやってきた」

09.19／20:00～20:43
「元気企業に秘密あり」 03.6／20:00～20:43
『金とく　フジヤマTV』 G 静岡県域

「春・それぞれの挑戦」 04.04／20:00～20:43
「召しませ！しずおかスイーツ」

05.09／20:00～20:43
「しずおかサイクリング紀行」

06.06／20:00～20:43
「しずおか　路線バスの旅」

07.04／20:00～20:43
「ボクの夏休み　2008」 09.05／20:00～20:43
「VIVA！ブラジル」 10.03／20:00～20:43
「秋を満喫　しずおか紅葉の旅」

11.14／20:00～20:43
「美味！技あり！静岡とっておきの味」

12.05／20:00～20:43
「冬を満喫！　水窪でスローライフ」

01.23／20:00～20:43
「雪だ！氷だ！　しずおか流　冬の楽しみ方」

02.06／20:00～20:43
「不況にカツ！静岡　元気な仕事人たち」

03.06／20:00～20:43
『金とく　福井のじかん』 G 福井県域

「どうする？まちなか活性化」

04.04／19:30～20:50
「源氏物語～平安の恋物語を読む」

11.7／20:00～20:45
「ふるさとキラリスペシャル」

03.06／20:00～20:43
『金とく　富山スペシャル』 G 富山県域

「伝えたい！ぼくらのハート」

05.02／20:00～20:43
「富山ミュージックJAMスペシャル」

03.06／20:00～20:43
『よせがき☆テレビ　かいてみんけ』 G

石川県域　01.18／23:40～00:10
01.25／23:30～00:00

『しずおか2008 静岡空港　離陸まであと一
年』 G 静岡県域　04.04／19:30～19:55
『しずおか2008 前を向いて～常葉菊川　夏・
準優勝』 G 静岡県域　08.20／13:30～13:57
『動く防災スタジアム　はまQ～君の防災力を検
定だ！』 G

静岡県域　09.01／17:05～17:48
『たっぷり静岡in伊豆市（キャラバン）』 G

静岡県域　09.26／18:10～19:00
『たっぷり静岡in袋井市（キャラバン）』 G

静岡県域　11.28／18:10～19:00
『たっぷり静岡　2008』 G

静岡県域　12.26／17:05～19:00
『たっぷり静岡in焼津市（キャラバン）』 G

静岡県域　01.30／18:10～19:00
『たっぷり静岡in沼津市（キャラバン）』 G
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静岡県域　02.26／18:10～19:00
『しずおか2008 開幕直前特番　これがbjリー
グだ』 G 静岡県域　10.10／19:30～19:55
『しずおか2009 特選・静岡けんちく図鑑　建
築は生きている』 G

静岡県域　03.13／20:00～20:43
『大好き！静岡～つなごうコミュニティFMの
輪』 FM 静岡県域

「FM Hi！（静岡市）」 05.29／18:00～18:50
「FMなぎさステーション（伊東市）」

07.31／18:00～18:50
「FM Haro（浜松市）」 09.25／18:00～18:50
「コーストFM（沼津市）」 11.27／18:00～18:50
「FMボイス・キュー（三島市）」

01.29／18:00～18:50
「FM Ciao（熱海市）」 03.26／18:00～18:50
『福井地震　60年目の警告』 G

福井県域　06.28／10:30～11:20
『開局75周年スペシャル　まるごと見せます！
福井の“75年”』 G

福井県域　07.13／13:05～14:15
『NHK富山テレビ放送開始50年記念　映像で振
り返る　富山あのころ』 G

富山県域　11.24／13:30～14:35
『カターレJの舞台へ～融合・挑戦の1年』 G

富山県域　12.05／19:30～20:00
『ぎふスペシャル』 G 岐阜県域

「“FC岐阜が夢をくれた”～J2 1 年目の挑戦」

12.12／20:00～20:43
「認知症フォーラム　あきらめない～最新医療

と社会の支え」 02.22／10:05～10:48
『岐阜のこれから　応援します！ぎふの子育て』
G 岐阜県域　03.13／20:00～20:43

3 ．スポーツ中継

〔高校野球〕
第90回全国高校野球選手権大会

東愛知大会　準決勝 FM／07.24

決勝 E・R1／07.25

西愛知大会　準決勝 R1／07.24

決勝 G・E・R1／07.26

石川県　　　準々決勝 R1・FM／07.21

準決勝 G・E・R1／07.23

決勝 G・R1／07.24

静岡県　　 4回戦 R1／07.20

準々決勝 R1／07.22

準決勝 G・E・R1／07.23

決勝 G・R1／07.25

福井県　　　準々決勝 R1・FM／07.21

準決勝 G・E・R1／07.23

決勝 G・R1／07.24

富山県　　　準々決勝 R1／07.22

準決勝 G・E・R1／07.24

決勝 G・R1／07.25

岐阜県　　　準決勝 G・FM／07.24

決勝 G・FM／07.25

三重県　　　準決勝 G・FM／07.25

決勝 E・FM／07.26

第53回全国高校軟式野球選手権大会

(近畿・東海 3県ブロック）

決勝 R1／08.29，30 FM／08.31

第61回秋季東海地区高等学校野球大会

(東海 4県ブロック） 準決勝 R1／11.01

決勝 R1／11.02

(静岡県域内） 3位決定戦・決勝 R1／10.04

第55回春季東海地区高等学校野球大会

静岡県 3位決定戦・決勝 R1／05.06

秋季北信越地区高等学校野球大会

石川県　準決勝 R1／09.23

3 位決定戦・決勝 R1・FM／09.24

福井県　準決勝 R1／09.27

3 位決定戦・決勝 R1／09.28

富山県　準決勝 R1／09.27

3 位決定戦・決勝 R1／09.28

第119回北信越地区高等学校野球大会

福井県　準決勝 R1／10.18

富山県　準決勝 R1／10.18

決勝 R1／10.19

〔その他のスポーツ〕
プロ野球

[日本ハム」対「中日」

(北海道・中部ブロック） G・R1／05.23

[オリックス」対「中日」

(近畿・中部ブロック） G／06.14

[中日」対「阪神」

(中部・近畿ブロック） G／07.18

[中日」対「広島」

(中部ブロック） G／08.29

[阪神」対「中日」

(近畿・東海 3県ブロック） R1／10.18～20

[巨人」対「中日」

(東海 3県ブロック） R1／10.22～23

各県サッカー選手権大会　決勝

愛知県 G／08.30

石川県・静岡県・福井県・富山県・三重県・岐

阜県 G／08.31
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第55回高校総体サッカー静岡県大会　決勝

(静岡県域） G／06.08

Jリーグ G

(東海 4県ブロック）

[清水エスパルス」対「名古屋グランパス」

／04.12

(東海 3県ブロック）

[名古屋グランパス」対「ガンバ大阪」 ／05.03

[名古屋グランパス」対「東京ヴェルディ」

／10.05

[名古屋グランパス」対「ジュビロ磐田」

／10.25

[名古屋グランパス」対「大分トリニータ」

／03.07

(静岡県域）

[ジュビロ磐田」対「FC東京」 ／05.17

[清水エスパルス」対「東京ヴェルディ」

／09.23

フットサル・Fリーグ　

[名古屋オーシャンズ」対「湘南ベルマーレ」

G 東海 3県ブロック／12.14

bjリーグ G

[浜松東三河フェニックス」対「仙台89 ers」

静岡県域／10.18

東海 3県ブロック ／10.19

[富山グラウジーズ」対「サンライズ福岡」

富山県域／04.06

[富山グラウジーズ」対「新潟アルビレックス

BB」 富山県域／02.22

日本独立リーグ・グランドチャンピオンシップ

2008「富山サンダーバーズ」対「香川オリーブガ

イナーズ」 R1 富山県域／10.25 10.26

JFLサッカー　G 富山県域

[カターレ富山」対「MIOびわこ草津」 ／06.15

[カターレ富山」対「ファジアーノ岡山」

／11.30

J2リーグ G

[カターレ富山」対「愛媛FC」 富山県域／03.15

[FC岐阜」対「横浜FC」 岐阜県域／04.19

[FC岐阜」対「ヴァンフォーレ甲府」

岐阜県域／03.15

天皇杯サッカー大会 1回戦（金沢・大津）

R1／09.13

3 回戦　R1（金沢）・FM（岐阜） ／10.12

4 回戦（東海 3県ブロック） G／11.02

北信越BCリーグ戦　 （金沢・富山）R1／04.19

（金沢・富山）R1／04.20

（金沢・福井）1G／04.29

第33回日本ハンドボールリーグ

（金沢・熊本）R1／02.21

平成20年度福井県高校総体　バレーボール～男女

決勝 福井県域　E／06.08

Ⅱ．技　術

1 ．デジタル放送の拡充と普及

（1）地上デジタル放送のネットワーク拡充
デジタル親局 7局・デジタル中継局66局の整備

が完了し，中部のエリアカバー率は約96％（08年

度末）となった。08年度は29局のデジタル中継局

を開局し，NHK共聴125施設へ地上デジタル放送

を導入。マイクロ波中継局を13施設建設した。

ワンセグデータ放送で各局のローカル情報を送

出する設備を整備し，08年 3 月31日に放送を開始。

（2）デジタル放送の普及促進
地上デジタル放送の普及に向け，関係業界や一

般向け講習会を実施し，デジタル受信システムの

普及を図った。2011年の完全移行に向けて，共同

受信施設のデジタル化促進対応や受信相談のほ

か，名古屋市老人クラブ連合会で20回を超す説明

会を行うなど，理解・周知活動を展開。北京オリ

ンピックや年末商戦の時期に，家電流通業界と普

及キャンペーンを実施。電器店・量販店等による

衛星契約取り次ぎの拡大活動を展開した。

（3）地上デジタル放送のサービス向上
ワンセグローカルデータ放送の開始に伴い， 5

回目の管中双方向・生連動番組『金とく～東海北

陸対抗クイズde春らんまん！』（4.11）で，ワン

セグデータ放送からも投票できる技術を開発し，

データ放送3,038票のうち，11％がワンセグから

投票された。名古屋・津・岐阜局のデジタル総合

では， 9月29日から朝のニュースに，データ放送

による天気マークをスーパー。 2月からは花粉情

報を追加。10月の富山県知事選， 1月の岐阜県知

事選では，データ放送の開票速報を送出。

2 ．放送設備の充実

09年度からデジタル教育テレビのワンセグ独自

サービスを開始するため，名古屋および域内各局

の送出設備を整備。名古屋局では，『めざせ！会

社の星』などを収録しているT－2スタジオの更

新や，番組用編集設備のハイビジョン化を完了し

た。福井県嶺南地域の中継伝送ネットワークと原

発監視用 7か所を含む12か所の天気カメラや，金

沢・福井局のニュース用静止画ファイル装置，岐
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阜局の衛星中継車をハイビジョン化更新した。ま

た，放送局のD－3VTR編集設備をハイビジョン

ノンリニア編集設備に更新し，域内各局の送出，

制作用VTRのハイビジョン化を完了した。

3 ．緊急・災害報道の取り組み

「豊田市女子高校生強盗殺人事件」（5.3）では

速やかに，ヘリ・ニュースカー・衛星中継車で中

継・伝送体制を構築し，迅速で正確な情報の提供

に努めた。岡崎市の東名高速道路で発生したバス

ジャック事件（7.16）では，衛星中継車を美合P

Aと岡崎警察署に，小型中継車をJR東海バス名古

屋支店に配置。ヘリからの生中継など中継・伝送

体制を短時間に構築し，詳細に報道。 8月末に東

海地方を襲った集中豪雨では，岡崎市や幸田町な

どから，長時間にわたり生中継や伝送を実施。デ

ジタル総合テレビのデータ放送や名古屋局のホー

ムページでも情報発信した。設備整備では，ニュ

ースカーの伝送装置や，本宮山基地局の回転台と

ヘリ追尾受信装置を更新し，緊急報道体制を強化。

4 ．番組制作技術の取り組み

地上デジタル放送受信者へのサービスとして，

音楽番組では初めて『2009ナゴヤニューイヤーコ

ンサート』を5.1サラウンドで放送。名古屋・津

局制作番組『NHKスペシャル　雨の物語～大台

ケ原　日本一の大雨を撮る』では，NHK放送技

術研究所が開発した高速度撮影カメラなどによ

り，肉眼では線に見える雨粒の真の姿や，生物界

が授かっている知られざる雨の恵みなど，自然界

の神秘な一瞬を映像化し，ハイビジョンで放送。

5 ．視聴者活動

名古屋局全体で推進している「名古屋アクショ

ンプログラム2008」では，『ほっとイブニング』

を各地で公開生放送する時に，中継車公開や地デ

ジPRブースでの受信公開と受信相談，ロボカメ

設置を行い，技術部ならではの専門性を発揮して，

視聴者とのふれあいや満足度向上を図った。

Ⅲ．視聴者

1 ．イベント事業

〔名古屋局〕
（1）公開番組
『NHKのど自慢』『BS日本のうた』など全国

放送公開番組はテレビ・ラジオ合わせて14本を実

施。また，中部地域に暮らす中南米出身者による

“のど自慢”『ラティーノ・ノドジマン2008』など

地域放送公開番組を 4本実施。愛知県内での公開

番組には延べ， 1万1,179人の入場者があった。

（2）公共放送キャンペーン・イベント
【NHK防災キャンペーン】

防災意識の高揚を目的に，「夏休み！みんな集

まれ防災バラエティクイズ」（8.24／306人）を名

古屋放送局で実施し，「あいち防災セミー」（ 1市

1 町。延べ600人）や，「防災とボランティア週

間」に合わせた「愛知・名古屋　防災＆ボランテ

ィアフォーラム」（1.18／2,770人）を実施。

【交通安全キャンペーン】

交通安全啓発のステージやブースイベントなど

で展開する「アイ・愛フェスティバル2008」（ 9.

6／ 4 万7,300人）をNHKに隣接のオアシス21で実

施，08年で23回目となった。

【NHKハート・プロジェクト】

地域社会でのボランティア参画をテーマにした

[NHKハート・フォーラム　ようこそボランテ

ィアライフへ」を東浦町で実施（6.28／158人）。

[NHK歳末たすけあい・海外たすけあい」には

愛知県全体で歳末たすけあいに6,200万6,693円，

海外たすけあいに1,233万8,332円の義援金が寄せ

られた。また，「8 .28愛知県集中豪雨災害義援

金」には全国から6,960万7,139円が寄せられた。

【ふるさとの食にっぽんの食】

日本の食文化の伝承，地産地消，食育推進，食

の安全・安心をテーマに，JA尾張中央などが主

催する農業祭と連動した「ふるさとの食にっぽん

の食　愛知県フェスティバル」（11.22～23／ 3 万

8,000人）を小牧市で実施した。

【地球だい好き環境キャンペーン】

家族で環境を学ぶ「NHKこどもエコスクー

ル」（7.23～7.26／2,027人）を名古屋局で実施。

（3）こども・ファミリー・青少年イベント
幼児・こども番組のキャラクターショーなどで

展開する「あそぼう！夢いっぱいわーるど」（3.

20～3.22／ 1 万6,860人／名古屋放送局），「ケーブ

ルテレビフェスタ2008」と連携した「ワンワンと

あそぼうショー」（10.18～19／3,600人），「ぐ～チ

ョコランタン小劇場」（1.17／ 2 回公演910人／長

久手町），『BSおかあさんといっしょ』スタジオ

収録（11.18～20／339人）などを実施。「キミが

主役だ！NHK放送体験クラブ」（①9.29～10.6②

12.1～4／名古屋放送局）では，18校・1,099人の

児童が放送について学んだ。『第75回NHK全国学

校音楽コンクール』愛知県コンクールには，小・
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中・高102校が参加し，名古屋市・尾張・三河の

各地区予選で選ばれた小学校 4 校，中学校 8 校，

高等学校 5 校が稲沢市民会館での本選（8.20／入

場者1,790人）に出場。ほかに「第25回NHK杯全

国中学校放送コンテスト」愛知県大会（7.5／名

古屋放送局）や「第55回NHK杯全国高校放送コ

ンテスト」愛知県大会（6.22／刈谷市）を実施。

（4）教育・教養イベント
NHK交響楽団メンバーが学校でミニコンサー

トを開く「NHKこども音楽クラブ」（9.30／1,089

人／植田南小学校）や，『中学生日記』のディレ

クターが学校に出向いて仕事を語る「中学生日記

キャラバン」（①10.8②10.16③10.22／延べ1,497

人／豊川市内中学校 3校）などの取り組みや大河

ドラマをテーマに「公開セミナー」（①9.20／豊

川市／405人②1.24／岡崎市／242人）を実施。

（5）美術・展博イベント
「茶人のまなざし～森川如春庵の世界」（3.1～

4.13／名古屋市博物館），「ガレ・ドーム・ラリッ

ク～アール・ヌーヴォーからアール・デコへ」

(8.21～9.1／ジェイアール名古屋タカシマヤ），

[西国三十三所～観音霊場の祈りと美」（10.18～

11.30／名古屋市博物館），「富嶽三十六景と富嶽

百景～北斎富士を描く」（10.25～11.16／松坂屋美

術館）など 7つの美術展を主催・共催し，入場者

は延べ21万6,134人だった。

（6）音楽・伝統芸能イベント
新春を彩るクラシックコンサート「2009NHK

ナゴヤニューイヤーコンサート」（1.3／愛知県芸

術劇場コンサートホール／1,632人）や，「NHKカ

ジュアルクラシックコンサート」（8.2／瀬戸市／

290人）を実施。また，“芸どころ”と言われる名

古屋の音楽・芸能文化を紹介する「NHKなごや

芸能音楽祭」（11.3／1,762人／名古屋放送局）を

催し，邦楽・能・クラシック音楽のほか，寄席，

青少年オーケストラなどを一堂に集めた。

（7）スポーツイベント
「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」（8.

28／碧南市／1,015人），「第13回愛知県サッカー

選手権大会決勝戦・兼第88回天皇杯愛知県代表決

定戦」（8.30／刈谷市／670人），「NHKジュニアバ

レーボール教室」（11.15／稲沢市／312人）を主

催・共催。「NHK杯フィギュア30周年記念展」

(11.5～16／名古屋市／7,639人），「NHK名古屋

大相撲キャンペーン」（6.28～7.27／名古屋放送局

ほか／延べ 1 万2,383人），「オリンピックはNHK

2008北京」（8.1～24／名古屋放送局／延べ 1 万

1,814人）などスポーツ関連イベントを企画・実

施した。

（8）その他（番組広報イベントなど）
『めざせ！会社の星』の特別公開収録（①9.20

／314人②3.14／322人）や，『連続テレビ小説～

だんだん』スペシャルトーク（1.18／590人）を

名古屋局で実施。

〔金沢局〕
能登半島地震の復興支援として『金とく　あな

たの町に参ります　出前コンサート』（1.15／能

登町），『ベストオブクラシック』（2.1／珠洲市），

{上方演芸会』（2.27／七尾市），『のと自慢　能

登半島地震復興支援コンサート』（3 .15／輪島

市）を能登地方で集中的に実施した。

石川県立美術館リニューアル記念「法隆寺の名

宝と聖徳太子の文化財展」（9.20～10 .24／金沢

市）を実施し，入場者が 5万5,000人を超えた。

『トップランナー　梅佳代』（5.18／金沢市）

や金沢局独自の番組『よせがき☆てれび　かいて

みんけ↑』（1.9／金沢市）など，若年層対象に番

組公開。全国放送公開番組『NHKのど自慢』（4.

13／輪島市），『BSななみDEどーも！』（5.11／津

幡町），『民謡をたずねて』（6.15／穴水町），『行

くよ！後輩　ほいきた！先輩』（11.9／小松市）

を実施。『BSおかあさんといっしょ』スタジオ収

録（10.8～10／金沢市）や「おかあさんといっし

ょ宅配便　ぐ～チョコランタン小劇場」など，若

いファミリー向けの番組・イベントを催した。

〔静岡局〕
地域の応援団として親しまれる放送局を目指

し，「しずおか大好き！」キャンペーンを軸に，

“ふるさと静岡”の魅力を紹介するイベントを展

開。NHK放送博物館（東京）で「がんばろうふ

るさとNHK静岡放送局展」（5.8～7.6）を実施。

イベントデー（5.11）には，静岡県観光協会・世

界緑茶協会・富士宮市観光協会と連携して静岡県

をPR。また，20周年を迎えた「富士山写真コン

クール」では，写真展（8.7～12／静岡市）に合

わせて 3 Dハイビジョンで富士山の魅力を紹介。

この試みを広報番組『 3つのたまご』で全国発信

した。

若年層へのアプローチとして小学生対象の「N

HKジュニアサッカー教室」（7.6／三島市），福祉

イベントとして「NHKハート・フォーラム」（7.

26／静岡市）や「NHKハート展」（9.27～10.5／

静岡市）を実施。ハート展では，サッカー元日本

代表の岩本輝雄さんを招いて「ブラインドサッカ

ー体験教室」（9.27／静岡市）を実施。また，公

開番組『ふるさと自慢うた自慢』（4.18／島田市），
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{真打ち競演』（6.6／旧岡部町），『夏期巡回ラジ

オ体操・みんなの体操会』（8.27／焼津市），『BS

日本のうた』（10.30／裾野市），『気ままにクラシ

ック』（11.29／掛川市），『行くよ！後輩　ほいき

た！先輩』（1.25／下田市），『NHKのど自慢』（2.

22／静岡市），『あなたの街で夢コンサート』（3.

19／静岡市）を実施。「日本のわざと美～重要無

形文化財とそれを支える人々」（10.18～11.16／フ

ェルケール美術館），環境イベント「どーもく

ん・うさじい・しずくんと環境戦士イーグルマン

ショー」（10.16／静岡市），「ぐ～チョコランタン

小劇場」（11.8／旧福田町），「NHKふるさと寄

席」（11.22／静岡市），「食のフェスティバル」

(11.23／静岡市），「NHK交響楽団演奏会静岡公

演」（2.28／静岡市）などのイベントを展開した。

〔福井局〕
福井局開局75周年にあたり，「ちりとてちん落

語会」を 2 回実施（9.19／坂井市，1.24／おおい

町）したほか，「NHK交響楽団演奏会　福井公

演」（3.1／福井市）などの記念イベントを展開し

た。また，紫式部ゆかりの地・越前市では，源氏

物語千年紀に合わせて「NHK公開セミナー　私

の源氏物語」（9.28），『源氏物語朗読会～平安の

恋物語を読む～公開録画』（10.18）を実施した。

公開番組では，『BSふるさと皆様劇場』（4.25／

坂井市），『金とく　出前コンサート』（5.8／あわ

ら市），『ラジオ深夜便のつどい』（6.28／若狭町），

{特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会』（7.6／

永平寺町），『NHKのど自慢』（8.10／越前市）『真

打ち競演』（10.7／南越前町）などを実施した。

教育イベントは，「NHK全国学校音楽コンクール

福井県コンクール」（8.5／福井市），「NHK放送体

験クラブ」（10.27～31，11.17～21／福井市）や，

{LIVE610』のキャスターが学校に出向き，こと

ばや伝え方について伝授する「出前授業」を小・

中学校 8校で実施。

さらに，「おかあさんといっしょファミリーコ

ンサート」（11.15／福井市），「NHK爆笑オンステ

ージin美浜」（12.13／美浜町），「ふるさとの食に

っぽんの食　ふくい食育のつどい」（3.25／坂井

市）など，幅広い年齢層に向けてのサービスを展

開した。

〔富山局〕
テレビ放送開始50年として， 3つの柱を立てて

イベントを充実。①“ひとりじゃないキャンペー

ン”として，「NHKハート展」（5.1～6），「NHK

ハート・ストリート」（5.1～6），「ふれあい福祉

トーク～うつ・自殺と向きあう」（7.27，9.14）を

開催。「ふれあい福祉フォーラム」は『日曜フォ

ーラム』で全国放送した。②“スポーツ応援団”

として，「NHKオリンピックプラザ」（8.7～24／

富山市／延べ10万人）を開催。③テレビ放送開始

50年事業として，「NHK富山ふれあい広場2008」

(11.22～24）を開催し，教育番組キャラクター

のステージショーやテレビ・ラジオの公開収録を

通じて 1万8,000人を超える視聴者と交流。

08年 2 月に入善町を中心に発生した高波災害の

復興支援企画のラジオ公開録音『高波復興支援コ

ンサート～がんばろう！ふるさと～』（6.26）に

は，特に被害の大きかった入善町芦崎地区の被災

者78人を含む520人が参加。 3 月には「NHK交響

楽団演奏会富山公演」を開催した。

公開番組では，『歌の散歩道』（5.23／上市町），

{BS日本のうた』（5.29／砺波市），『週刊ブック

レビュー』（7.6／高岡市），『夏期巡回ラジオ体

操・みんなの体操会』（8.30／舟橋村），『ここは

ふるさと旅するラジオ』（9.22～26／富山市，小

矢部市，高岡市，上市町，入善町），『民謡をたず

ねて』（10.15／入善町），『NHKのど自慢』（11.16

／富山市），『今夜も大入り！極楽亭』（2.25／南

砺市）を実施。

〔津局〕
「もっと知って津局広報キャンペーン」として，

{ほっとイブニングみえ』の巡回公開生放送（①

4.23～25／津・鈴鹿・四日市②2.5～6／紀北町・

志摩市）を実施し，視聴者と直接触れ合う放送・

イベントを展開した。会館公開「NHK津ふれあ

いデー」（10.11～12／津放送局）では，高校生に

よる創作料理対決や起震車による地震体験なども

盛り込み， 2万5,000人の来場者でにぎわった。

公開番組では，『すこやか長寿』（4.27／志摩市），

{爆笑オンエアバトル』（6.21／桑名市），『行く

よ！後輩，ほいきた！先輩』（8 .24／松阪市），

{FMトワイライト』（9.23／東員町），『金とく

出前コンサート』（10.23／明和町），『上方演芸

会』（12 . 1 2／いなべ市），『NHKのど自慢』

(1.18／津市）などを実施した。

〔岐阜局〕
“子育て支援キャンペーン”では，「きょうの

料理ワークショップ」（5.21／岐阜市），「絵本ラ

イブ」（7.30，12.17／岐阜局），「アーカイブスこ

ども番組上映会」（7.12），『BSおかあさんといっ

しょファミリーコンサート』（11.29／多治見市），

[ぐ～チョコランタン小劇場」（12.6／本巣市），

[わたしのきもち公開スクール」（2 .16／羽島

市）を実施。“FC岐阜応援キャンペーン”では，
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[FC岐阜ホームゲーム応援イベント」（4.19，7.

19／岐阜市），「FC岐阜選手トークショー＆サイ

ン・握手会」（3.20／岐阜放送局）を行った。“公

共放送キャンペーン”では，「認知症フォーラ

ム」（10.11／岐阜市），「ふるさとの食にっぽんの

食岐阜県フェスティバル」（10.25～26／岐阜市），

[岐阜県地震防災フォーラム」（10.28／岐阜市），

[地球だい好き環境キャンペーン」（3.20～21／

岐阜市）を実施。

公開番組では，『それいけ！民謡うた祭り』

(5.16／大垣市），『BS日本のうた』（6.19／羽島

市），『夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会』

(8.29／北方町），『真打ち競演』（9.17／北方町），

{NHKのど自慢』（10.19／高山市），『ふるさと自

慢うた自慢』（12.12／海津市）を実施。

「NHK全国学校音楽コンクール岐阜県コンク

ール」にあわせて，高校生を対象に「みんなの音

コンスクール」（6.28／岐阜市）を 2 年連続で開

催。「中学校・高校放送コンテスト」，「NHK放送

体験クラブ」，「第 6 回全日本学生落語選手権」

(2.21～22／岐阜市），「飛騨高山ドキュメンタリ

ー映像祭」（3 .6～7／高山市）や「会館公開」

(3.20，21／岐阜局）を実施した。

2 ．営　業

（1）全体状況
中部ブロックの09年 3 月末の契約総数は539万

件，衛星契約は211万件（すべて有料契約）。この

1年で契約総数（有料）は 5万7,000件増加し，04

年の職員不祥事発生以降最多の増加数を確保でき

た。また，衛星契約数（有料）も07年度を上回る

7万8,000件の増加を確保し業績は堅調である。

08年度の受信料収入額（計画／全国値）は

6,350億円。うち中部ブロックの計画値は964億円

と，全国に占める構成比は15.1％で，住民基本台

帳上での世帯数の構成比12.9％を上回る。

（2）信頼回復活動の取り組み
04年に発生した職員不祥事の影響による支払い

拒否・保留数は，全国05年11月末の128万件をピ

ークに減少傾向となり，09年 3 月末に48万9,000

件となった。10月から「訪問集金の廃止」に伴い，

契約取次業務と支払再開業務へパワーシフトし，

信頼回復活動を強化。地域放送と営業活動を連動

させた名古屋局独自の「名古屋アクションプログ

ラム2008」の取り組みも視聴者との回路づくりや

信頼回復および営業業績の向上に結びついた。

（3）受信料体系の変更と公平負担への取り組み
法改正等により障害者の範囲が広がってきた経

緯などをふまえ，受信料免除の適用範囲の拡大に

取り組んだ。また，より公正で合理的な受信料体

系を構築するため，「家族割引の拡大」と「事業

所割引の導入」を全国展開に合わせて実施。民事

手続きによる受信料の支払督促エリアが，愛知県

に続き11月からは静岡県にも拡大された。

3 ．広　報

（1）マスコミ広報・番組広報
新番組『めざせ！会社の星』の支援プロジェク

トを若手職員で結成。公開収録実施・コルトン掲

載などで若者との回路構築を図った。情報番組

{鈴木アナの東海ピックアップ』は新キャスター

を迎え，放送時間も変更。内容を更に充実し，視

聴者活動や経営情報・番組情報などを紹介した。

（2）視聴者ふれあい活動
事業と広報が連携して，NHK名古屋放送セン

タービルでのイベント「きてみてNHK」を通年

で実施。すべてのイベントに統一ロゴを活用し，

NHKへの来訪者増加・理解促進を図った。10月

の名古屋局会館公開「きてみてNHK2008」は，

延べ 3 万人の来場者があり，『サタ★テン』スペ

シャルや『連続テレビ小説～だんだん』スペシャ

ルトーク，スタジオ公開やアナウンサー体験など

が好評だった。豊橋・富山・津・岐阜でも会館公

開による地域の視聴者へのサービスを行った。

富山局は，「より身近な放送，地域の放送局」

の取り組みを職員が紹介するミニ番組を 3回シリ

ーズで放送。津局は，職場を紹介するミニ番組

{津局のお仕事』を 9本制作。また，局のキャラ

クター「みえ～るくん」を刷新し，粘土を使った

クレイ・アニメーションを制作した。

名古屋局は，「視聴者のみなさんと語る会～経

営委員とともに」を 5月に開催。公募による視聴

者63名と経営委員および理事が意見交換を行っ

た。ふれあいミーティングは番組連動も含め，中

部で合計307回実施，NHKへの理解促進を図った。

（3）デジタル放送の普及・理解促進活動
名古屋局と愛知・三重・岐阜県の民放テレビ局

7 社が共同で，地デジ普及促進を行う「B i g

Wave2008」や，「地デジキャラバンinJP」を実施。

また，名古屋局では「地デジPRブース」を新た

に制作し，公開番組や会館公開で設置し地デジ普

及促進に努めた。
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